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　今年の富友会総会は、コロナウイルス感染防止のため、下記の通り規模を
縮小して行うことになりました。ご理解をよろしくお願いいたします。

１　日　時　　令和４年８月20日（土）　12時30分	受付　13時	開会

２　会　場　　富士市交流プラザ　多目的ホール

３　総　会　　規模を縮小し、役員及び各年次の代表（常任幹事会のメンバー
等）により、議案審議をお願いします。

４　講演会　　「ミステリー作家の作法」…	横関　大	氏（高45回、作家）

５　懇親会　　本年度は中止します。

担当幹事　：　高校33回、38回、43回、48回
問合せ先　：　高校33回　高野　亨　t-takano@ny.tokai.or.jp
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富友会　幹事長　　小池　智明（高29回）

「国家有為の材たるべしと」と「30歳過ぎたらＵターンも良いかも」

　「少子高齢化」と言われ、既に何年になるでしょうか？
　地元で生まれ育った数少ない若者の多くが、大学進学や就職を機に首都圏等に流出し、さらに地
方の「少子高齢化」に拍車がかかる。そんな状況が続いています。
　ショッキングな数字があります。
　富士市の若い女性（20～24歳）の市外への転出超過者数（転出者数－転入者数）は、（平成28年と少
し古いデータですが）年間214人であり、これは全国1,741市町村の中でワースト19位です。
　一方、富士市の高校卒業後の大学進学率は、男女とも静岡県平均より高いのですが、特に女性は
県平均52.5％に対し、富士市は61.8％と約10％高くなっています（令和元年）。
　大学がない富士地域から首都圏等の大学に進学し、就職を機に地元の富士市・富士宮市から住民
票を移している。そんな状況が想像されます。
　50年近く前、私（高29回）も首都圏の大学に進学しましたが、長男ということもあり、卒業後は
自宅から通える県内の企業に就職しました。同じように地元に戻って就職したり、家業を継ぐ同級
生がまだまだ多くいました。
　しかし今は全く違います。
　私は現在、ハンドボール部のＯＢ会長を務めています。
　毎年正月に「初投げ」が行われ、帰省に合わせ多くのＯＢ・ＯＧが集まりますが、20～30代の若い
彼等と話をすると、大半が首都圏等で働いており、地元に戻っているのは市役所、県庁、教員、一部
の企業・金融機関に勤務する者等、ごくわずかです。
　ＯＢチームやＯＢ会の体制そのものが、今後維持していけるか心配になってきます。
　「国家有為の材たるべしと」と校歌に歌われるように、日本を代表する大企業等で、世界を股に
かけバリバリ活躍する。これも一つの生き方です。
　一方、価値観や働き方が多様化し、転職する若者が更に増加しています。
　中には、首都圏で知り合い結婚したが、子どもができたら収入が夫だけとなり、家賃等が負担と
なり大変なので、のびのび生活できる静岡で転職したい。あるいは、リモート勤務が可能になった
ので、富士に家を建て戻りたい。そんな話も結構聞くようになりました。
　富士市、富士宮市、静岡県では「Ｕターン」を促進するため、中途採用企業や住宅取得に際して
の補助金等の情報を市や県のホームページで積極的に紹介しています。
　Ｕターンを考えている若い皆さん、そして父兄の皆様、是非一度覗いてみて下さい。
　自宅から通える範囲にも、皆さんの技術や経験を活かせる優良企業がたくさんありますよ！
　そして富友会が同窓会のネットワークを活かし、こうしたＵターンの一助になるような活動に、
100周年を機に取り組み始めることができないだろうか？
　そんなことを考える今日この頃です。

巻　頭　言
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　今から99年前の1923年（大正12年）旧制富士中が創立されました。今年は富士高創立

100周年の年になります。長い年月の積み重なり、歴史の重みというものを感じます。

　30年ほど前のテレビのコマーシャルで強く印象に残った言葉がありました「時は流れな

い、それは積み重なる」サントリーウィスキーの宣伝文句だったと思いますがショーン＝

コネリーの名演技とともに心に深く刻み込まれ、コピーライターの作品とは言え私の座右

の銘となりました。

　振り返ってみれば富士高時代の３年間での思い出といえば、高原教室、合唱コンクール、

富嶽祭、体育祭、２月祭、球技大会、水泳大会、勉強も少しはした事、これらの積み重なっ

た時間の数々、もちろん楽しい事ばかりでなく悔しい事悲しい事怒りに燃えた事、それら

の全てが今の自分自身を形成している。よくよく考えてみれば富士高の100年の歴史とい

うものは今の現役学生や先生方そして今までの歴代卒業生全員のひとりひとりの人生の時

間の積み重なりで成り立っている。

　さて表題に挙げた「これからがこれまでを決める」ですが、おやっと思った方が多いと

思います。ふつうは原因があり結果が生まれる、つまり「これまでがこれからを決める」

今までの行動がありその結果として現在があり未来があるはずだ！と私もずっとそう思っ

ていました、この言葉に出会ったとき今までのいろいろな過去の事に割とこだわりながら

生きてきた私の心が突然軽くなり歩く足取りも軽くなったように感じました。「これからが

これまでを決めるんだ！」

　100周年記念事業に関しての寄付金のお願いが各方面からしつこい様に皆さんに届いて

いると思います、本当に申し訳ありません。

　「俺は高校時代ろくな思い出がないんだ！」「俺は富士高になんか世話になっていない

よ！」 という方こそお願いします、これからがこれまでを決めるんです。富士高そのもの

があったから仲間ができ、そこに青春があったんです。そしてこれからの人生もあります、

積み重なった時間は決して無くなりません。

これからがこれまでを決める

富友会　会長　舩村　雅彦（高29回）
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　富友会の皆様には、益々御健勝にて御活躍のこととお喜び申し上げます。また、平素よ
り母校に対する深い愛情とともに、本校の教育活動に対しまして御支援と御協力をいただ
いておりますことに、心から感謝申し上げます。
　新年度を迎え、本校にとっては創立100周年となるメモリアルイヤーの幕開けとなりま
した。これまで、長期にわたり小室実行委員長、舩村富友会会長を中心とする多くの方々
の御尽力により、入念に準備を整えていただいてます。この記念事業を「在校生と卒業生
による協働事業とする」ことを合言葉に、在校生にも当事者意識を持たせ「自分たちも創
立100周年の主役である」と意識させるべく、様々な試みを行っています。
　まず手始めに、百周年記念事業のスローガンとシンボルマークを、生徒会主導で生徒の
手により考案、作成しました。さらに、それらを横断幕という形で、地域の方々に広くＰ
Ｒしました。記念事業の大きな核となるのは、シンガーソングライターとして活躍する卒
業生の結花乃さんが手がけた２曲の百周年記念歌、「学び舎」と「はじまりの鐘」の披露と
生徒たちによる合唱です。校舎の情景が目の前に浮かび、学生時代の喜びや感動、汗や涙
が鮮やかに思い起こされる素晴らしい楽曲です。式典当日、会場で声高らかに響かせるべく、
生徒たちが準備を重ねています。また、式典では、同窓生と現役生徒のパネルディスカッショ
ンも予定されています。現役生の探究活動の成果を来場者に披露する場も企画されています。
　その他にも、記念事業の一環として、実行委員会各部会を中心に、100年間の歩みの証
である記念誌の作成、記念DVDの制作、100周年記念webサイトの立ち上げ、SNSを活用し
た広報活動作成など、在校生と卒業生による協働作業がいたるところで着実に進行してい
ます。さらに、皆様からの寄付により、各教室の椅子や机を一新し、快適な学習環境を整
備するという壮大なプロジェクトも進行しています。
　私は校長として、本校のために誠心誠意御尽力されている同窓生の方々と接するたびに、
本校の生徒たちは本当に恵まれているなあと実感しています。もちろん、100周年記念事
業はこれがゴールではありません。年が明ければ、150周年、200周年を目指して、本校の
新たな歴史がスタートします。そして、その主役となるのは在校生たちです。先輩が自分
たちのために記念歌を作ってくれた。富士高の未来に向けて一緒に考えてくれた。たくさ
んの寄付をして自分たちの教育環境を整備してくれた。こうした有形無形の愛情が生徒た
ちの心の奥深くに根付き、将来の後輩たちのために、次は自分が支えていく側に立つ。こ
うした愛情の連鎖が、未来の富士高を支えてくれると信じています。
　富士高ならではの思いの詰まった100周年式典がもうすぐそこに迫っています。この晴
れの舞台において、富士高校の素晴らしさを大々的にアピールしたいと考えています。富
友会の方々、在校生、本校職員ほか、全ての関係者のお力を結集し、皆様の心に残る周年
行事が実現できるよう、これからも全力を尽くしていきます。今後とも、どうぞよろしく
お願いいたします。

御　挨　拶

校　長　杉山　　禎
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　100周年に向けて寄付願いを始めたのが昨年10月から。７カ月経った令和４年４月末現在の
寄付状況は、特定寄付33,501,000円（目標額50,000,000円に対し67%）、一般寄付11,113,000
円（目標額20,000,000円に対し55.5%）であります。
　未だ寄付をなされてない同窓生の皆様によろしくご協力をお願いするところです。（寄付済み
の方には厚かましくもさらなるお願いをいたします）
　さて、そこで現在進行中の100周年事業のうち広報部会・記念部会・総務部会よりそれぞれ
の事業をアピールしていただくこととしました。そのことによって皆様方が100周年に眼を向
けられ寄付に繋がれば幸いと思ってのことです。

◉（広報部会　鈴木孝治部長26回）
　皆さんの富士高時代は、どの様な思い出として記憶に残っているのでしょうか？人生のたった３
年間（定時制の皆様はもう少し長いかも）なのに、きっと、勉強、部活動、学校行事など様々な想い
に綴られていることと思います。そんな記憶を鮮やかに呼び戻してくれるのが、富士高100周年記
念特設ウエブサイトです（「富士高100周年」で検索してください）。このサイトのお勧めは、まず、現
役生による部活動の紹介の動画！同窓生の皆さんが所属した部活動の今をリアルに見ることがで
きます。秀逸は生徒会作成の「真・富士高体操」。これは必見です。また、「活躍する同窓生」のコー
ナーには、野球部甲子園出場時の主将高32回の三雲薫さんやフジテレビの高42回佐野瑞樹アナ
ウンサーの現在の活躍をご覧いただくこともできます。Facebook、Twitter、Instagram も運営して
います。ついでに「ご寄付の案内」もクリックしていただけたら、幸甚に存じます。

◉（記念誌部会　長橋均部長21回）
　『富士100周年記念誌完成間近　２万円以上のご寄付で進呈』

　富士高100周年記念誌が完成間近です。第１章は「100年の軌跡」。旧制中学１回生から高校
74回生までの全学年、ひたむきに勉学や部活に取り組み駆け抜けていった青春が、写真と寄稿文

（一部に過去の記念誌転用を含む）でよみがえります。第２章は「富士高校の煌めき」。２度の甲子
園出場、百人一首部の活躍、ノーベル賞候補であった故戸塚洋二先生を取り上げました。第３章は

「富士高校の今、そして未来」。富士高校の教育及び生徒の学校生活や将来の夢等で構成されてい
ます。是非とも記念誌を手に取り、我が青春と富士高100周年の歴史を実感してください。なお、本
事業20,000円以上の寄付者には記念誌を贈呈いたします。

◉（総務部会　小池智明部長29回）
　『記念DVD紹介』

　100周年記念DVDは、富士高の「100周年の歴史」と100周年を迎えた「現在」を映像（写真と動
画）で楽しめる作品です。中でも注目いただきたいのは「校歌」（富士高に関係する多くの方々が

「霊峰富嶽の～」から始まり15のパートに分かれリレー方式で繋ぎます）。そして「高校生による人
文字」（ドローンで撮影した校舎・グラウンドに生徒が集まって100周年を祝う人文字が描かれま
す）。その他に富嶽祭等の学校行事や富友会総会、記念ソングの発表、そして記念事業として取り
組んでいる新しい机・椅子の運び込みや授業の様子等々、「なつかしい歴史」と「新たな100年に向
けた今」が盛りだくさんです。

以上、100周年記念事業へご協力を重ねてよろしくお願い申し上げます。

100周年記念事業へ寄付のお願い

100周年記念事業実行委員会委員長　小室　直義（高19回）
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な
く
講
談
を
学
ん
だ
り
広
め

た
り
す
る
こ
と
に
熱
心
（
？
）
と
の
こ
と
で
芸

名
（
神
田
ぐ
れ
い
て
る
）
を
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
教
室
の
皆
様
に
、手
作
り
ケ
ー
キ
を
振
舞
っ

て
い
た
た
め
、
可
愛
い
名
前
を
く
れ
た
の
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
は
、
世
話
物
・
怪
談
・

タ
イ
ム
リ
ー
な
そ
の
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
凝
縮

編
等
多
々
あ
り
ま
す
が
、
私
は
富
士
地
域
の
皆

様
に
親
し
み
の
あ
る
清
水
次
郎
長
伝  

白
隠
禅

師
、
唐
人
お
吉
等
の
話
を
な
る
べ
く
選
ぶ
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。「
講
談
師
見
て
き
た
よ
う
な

嘘
を
言
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
本
を
読
み
ど
の

部
分
を
デ
フ
ォ
ル
メ
す
る
か
を
考
え
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
話
の
舞
台
に
な
る
地
に
出
向
い
て

感
じ
た
こ
と
を
「
枕
」
や
「
く
す
ぐ
り
」
に
織

り
交
ぜ
た
り
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

活
動
は
、
東
京
で
の
発
表
会
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
地
元
の
高
齢
者
学
級
や
寄
り
合
い
処
に
し

ば
し
ば
呼
ん
で
頂
い
て
お
り
ま
す
。皆
様
に
笑
っ

た
り
涙
し
た
り
頷
い
て
貰
え
る
の
は
大
き
な
励

み
で
す
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
毎
年
四

月
に
「
菜
の
花
講
談
会
」
と
し
て
地
域
の
皆
様

に
も
気
軽
に
講
談
に
親
し
ん
で
頂
き
た
く
、
師

匠
や
仲
間
、
落
語
家
さ
ん
の
協
力
も
得
て
我
が

家
の
古
い
大
き
な
母
屋
を
会
場
に
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。お
蔭
様
で
盛
況
で
あ
り
午
前
の
部
、

午
後
の
部
満
員
御
礼
状
況
で
す
。
し
か
し
コ
ロ

ナ
禍
三
年
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が

十
四
回
目
を
一
日
も
早
く
開
け
る
日
を
待
ち
望

ん
で
い
ま
す
。
最
後
に
講
談
を
通
じ
て
多
く
の

人
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
申
し
あ

げ
る
と
と
も
に
、
少
し
で
も
恩
返
し
に
な
れ
ば

と
の
思
い
で
、
余
生
を
頑
張
ら
せ
て
頂
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

予
防
医
療
の
大
切
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
　
林
　
敬
　
二

（
高
十
九
回
）

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」、「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

等
の
こ
と
わ
ざ
が
示
す
様
に
、
人
々
は
色
々
な

危
険
を
事
前
に
察
知
し
対
処
し
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
疾
病
対
策
の
歴
史
も
同
様
で
、
世
界
中

の
人
々
を
恐
怖
に
陥
れ
た
天
然
痘
、
結
核
や
マ

ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
は
、
生
活
衛
生
環
境
の

向
上
、
食
事
、
栄
養
の
改
善
、
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
等
の
予
防
医
療
の
進
展
に
よ
り
防
御
さ
れ
、

そ
れ
ら
感
染
症
に
よ
る
死
亡
者
数
は
激
減
し
て

い
る
。
最
近
、
毎
日
の
様
に
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　

感
染
症
と
並
ん
で
糖
尿
病
、
高
血
圧
及
び
が

ん
等
の
生
活
習
慣
病
対
策
に
も
予
防
措
置
は
大

き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
私
は
、
山
梨
県
南

部
町
に
生
ま
れ
身
延
線
で
富
士
高
に
通
学
し
、

大
学
卒
業
後
、
１
９
７
９
年
か
ら
30
年
間
、
東

京
築
地
の
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
に
勤
務

し
た
。
研
究
所
で
は
部
長
、
副
所
長
、
所
長
を
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歴
任
し
た
後
、
2
0
1
0
年
に
静
岡
県
立
大
学

に
異
動
し
、
現
在
は
特
任
教
授
と
し
て
勤
め
、

一
貫
し
て
が
ん
の
予
防
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。

　

が
ん
は
40
～
50
年
前
に
は
不
治
の
病
と
呼
ば

れ
、特
別
な
病
気
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

が
ん
の
患
者
数
は
急
速
に
増
加
し
、
２
０
０
０

年
代
に
入
る
と
が
ん
は
病
院
の
中
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
我
々
の
身
の
回
り
で
起
こ
る
日
常

的
な
出
来
事
の
一
つ
と
な
っ
た
。
年
老
い
た
両

親
に
が
ん
が
見
つ
か
り
、
親
戚
の
お
じ
さ
ん
が

が
ん
で
亡
く
な
り
、
同
級
生
の
中
に
検
診
で
早

期
の
が
ん
が
見
つ
か
り
治
療
し
て
い
る
人
が
い

る
。
2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な
り
、
3
人
に
1

人
が
が
ん
で
亡
く
な
り
、
今
や
が
ん
は
誰
も
が

な
り
う
る
病
気
で
あ
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
。

　

が
ん
は
、
も
と
も
と
正
常
だ
っ
た
細
胞
が
、

生
活
習
慣
や
環
境
要
因
、遺
伝
的
要
因
等
に
よ
っ

て
遺
伝
子
情
報
に
段
階
的
に
変
異
が
生
じ
、
無

制
限
に
増
殖
す
る
細
胞
に
変
わ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
が
ん
発
生
の
３
つ
の
主
原
因
は
、タ
バ
コ
、

毎
日
の
食
習
慣
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
さ

れ
て
い
る
。
正
常
細
胞
が
が
ん
細
胞
に
至
る
時

間
は
長
く
、
ま
た
、
発
生
し
て
か
ら
症
状
が
出

る
ま
で
も
長
い
時
間
を
要
し
、
一
般
的
に
は
10

年
か
ら
30
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
が
ん
の
性
状
を
理
解
し
、
が
ん
の
罹
患

率
、
死
亡
率
の
動
向
を
分
析
し
て
い
く
と
、
が

ん
は
発
生
原
因
を
排
除
し
、
早
期
に
見
つ
け
れ

ば
治
癒
で
き
る
病
気
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
。
が
ん
対
策
の
中
で
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
大
切
な
こ
と
は
、
5
年
生
存
率
を
み
れ

ば
よ
く
わ
か
る
。
胃
が
ん
を
例
に
あ
げ
る
と
、

Ⅰ
期
で
94
％
、Ⅱ
期
で
86
％
治
癒
で
き
る
の
に
、

Ⅲ
期
だ
と
44
％
と
約
半
分
に
な
り
、
Ⅳ
期
で
は

6
％
と
完
治
が
難
し
く
な
る
。
が
ん
を
早
期
に

見
つ
け
る
に
は
が
ん
検
診
が
有
効
で
あ
る
。
我

が
国
で
は
、罹
患
率
の
高
い
胃
が
ん
、大
腸
が
ん
、

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
肺
が
ん
に
つ
い
て
は
集

団
検
診
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

日
本
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
欧
米
諸
国
に
比
べ

か
な
り
低
く
、
そ
の
対
策
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

誰
で
も
が
ん
に
な
り
、
が
ん
の
経
験
者
と
し

て
生
き
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
社
会
に
な
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
が
ん
は
不
治
の
病
か
ら
治
癒

で
き
る
病
気
に
な
り
、
早
期
に
見
つ
け
れ
ば
、

体
へ
の
負
担
は
少
な
く
、
治
癒
率
は
80
％
を
超

え
て
い
る
。
更
に
、医
療
費
も
少
な
く
て
済
む
。

私
の
推
奨
す
る
３
つ
の
大
切
な
が
ん
予
防
は「
禁

煙
」、「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
」、「
定
期

的
な
が
ん
検
診
」
で
あ
る
。
が
ん
克
服
に
は
が

ん
予
防
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

新
聞
の
衰
退

　
　
　
　
　
　
　
　
篠
　
原
　
光
　
秋

（
高
二
十
回
）

　

新
聞
の
発
行
部
数
が
減
り
続
け
て
い
る
。日

本
新
聞
協
会
の
調
べ
に
よ
る
と
、
ピ
ー
ク
だ
っ

た
1
9
9
7
年
に
5
，3
7
6
万
部
だ
っ
た
部
数

が
、2
0
2
1
年
に
は
3
，3
0
3
万
部
と
、４
割

近
く
減
っ
て
い
る（
各
年
10
月
）。全
国
紙
の
中

に
は
最
盛
期
の
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。40
年
以
上
に
わ
た
り「
新
聞
で
飯
を

食
っ
て
き
た
」身
か
ら
す
る
と
、
寂
し
い
思
い
が

ぬ
ぐ
い
切
れ
な
い
。

　

私
が
新
聞
社
に
入
社
し
た
の
は
1
9
7
2
年
。

部
数
が
毎
年
増
え
続
け
る
時
期
だ
っ
た
。
仕
事

は
ハ
ー
ド
で
、
今
な
ら
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
言
わ

れ
そ
う
だ
が
、
自
分
の
興
味
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
、
そ
こ
そ
こ
に
社
会
的
意
義
も
感
じ
ら
れ

る
楽
し
い
仕
事
だ
っ
た
。
速
報
性
に
優
れ
た
テ

レ
ビ
に
主
役
の
座
を
奪
わ
れ
る
、
と
い
う
話
が

飛
び
交
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、杞
憂
に
終
わ
っ

た
。

　

発
行
部
数
の
減
少
が
話
題
に
な
り
始
め
た
の

は
、「
若
者
の
活
字
離
れ
」
が
話
題
に
上
り
始
め

た
こ
ろ
か
ら
だ
ろ
う
。
文
学
書
が
売
れ
な
く
な
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り
、
週
刊
誌
な
ど
の
雑
誌
が
減
り
始
め
、
と
う

と
う
新
聞
に
ま
で
波
及
し
始
め
た
。

　

ま
だ
減
少
途
上
の
よ
う
な
の
で
、「
ト
ド
メ
」

と
ま
で
は
い
い
に
く
い
が
、
部
数
減
少
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ホ
な
ど
の
普
及
だ
。
通
勤
電
車
で
新
聞
を

読
む
人
が
減
り
、
ス
マ
ホ
を
覗
く
人
が
圧
倒
的

に
増
え
た
。
ニ
ュ
ー
ス
は
、
新
聞
か
ら
よ
り
電

子
情
報
と
し
て
ネ
ッ
ト
の
環
境
か
ら
得
る
人
が

増
え
た
。
た
だ
、
こ
こ
ま
で
な
ら
ま
だ
新
聞
や

新
聞
記
者
の
果
た
す
役
割
は
変
わ
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
様
々
な
サ
イ
ト

に
は
、
事
件
現
場
を
直
接
見
た
人
た
ち
の
情
報

が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
現
役
時

代
は
警
察
か
ら
の
一
報
で
事
件
や
火
災
現
場
に

駆
け
付
け
、
速
報
性
を
競
っ
た
。
し
か
し
今
で

は
そ
の
場
に
い
る
誰
で
も
が
、
ス
マ
ホ
と
カ
メ

ラ
さ
え
あ
れ
ば
現
場
の
速
報
は
可
能
だ
。
論
説

な
ど
解
説
部
門
も
同
じ
だ
。
ど
ん
な
難
し
い
問

題
で
も
専
門
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
載
る
よ

う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
新

聞
や
テ
レ
ビ
に
出
る
こ
と
も
な
い
一
般
の
医
師

や
研
究
者
が
、
専
門
外
の
こ
と
を
さ
も
知
っ
た

か
の
よ
う
に
発
言
す
る
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
鋭

い
批
判
を
浴
び
せ
る
。

　

か
つ
て
速
報
性
を
競
っ
た
旧
来
の
メ
デ
ィ
ア

は
一
次
情
報
を
持
つ
一
般
の
人
た
ち
に
、
速
報

性
で
も
臨
場
感
で
も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
解

説
で
も
紙
面
に
制
約
の
あ
る
新
聞
に
対
し
、ネ
ッ

ト
空
間
は
制
約
が
な
い
上
に
双
方
向
性
で
も
あ

る
。
専
門
家
に
聞
き
た
い
こ
と
が
聞
け
る
し
、

そ
の
専
門
家
に
不
信
を
抱
い
た
ら
別
の
専
門
家

の
意
見
も
探
せ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
ま
で
サ
ー
ビ
ス
可
能
だ
。

　

新
聞
業
界
に
と
っ
て
は
大
変
な
世
の
中
に

な
っ
た
も
の
だ
。
で
は
新
聞
に
未
来
は
な
い
の

か
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
楽
屋
落
ち

の
よ
う
な
話
だ
が
、
全
国
紙
の
凋
落
ぶ
り
に
比

べ
、
地
方
紙
は
そ
ん
な
ひ
ど
く
な
い
と
も
言
わ

れ
る
。
理
由
の
一
つ
に
「
訃
報
記
事
」
を
上
げ

る
人
も
い
る
。
必
要
な
記
事
が
あ
れ
ば
買
っ
て

く
れ
る
人
は
い
る
。
要
は
読
者
の
欲
す
る
テ
ー

マ
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
提
供
し
て
い
く
こ
と
だ
。

簡
単
で
は
な
い
が
、
後
輩
諸
君
の
頑
張
り
に
期

待
し
た
い
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

「
田
村
君
」

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤（
望
月
）敏
子

（
高
二
十
回
）

　

昨
年
漸
く
古
い
手
紙
や
年
賀
状
が
入
っ
た
箱

の
整
理
を
し
た
。
最
初
は
読
ま
な
い
で
捨
て
よ

う
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
読

ん
で
か
ら
捨
て
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

古
い
年
代
順
に
束
ね
て
い
る
輪
ゴ
ム
は
劣
化

し
て
切
れ
た
り
ぺ
っ
た
り
へ
ば
り
付
い
て
い
た
。

　

高
校
の
時
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
田
村
君
か
ら

の
年
賀
状
も
あ
っ
た
。

　

昭
和
42
年
43
年
44
年
47
年
と
4
枚
あ
っ
た
。

　

田
村
君
と
は
全
く
話
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

否
一
言
は
話
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

田
村
君
は
山
梨
の
南
部
か
ら
通
学
し
て
い
た
。

　

伊
豆
へ
の
バ
ス
旅
行
の
朝
、
南
部
は
雨
で
田

村
君
は
バ
ス
旅
行
は
中
止
と
判
断
し
て
通
常
の

授
業
の
仕
度
で
登
校
し
た
。

　

乗
り
込
ん
だ
バ
ス
の
席
は
間
近
だ
っ
た
。
私

は
持
っ
て
来
た
お
菓
子
を
田
村
君
に
渡
し
た
。

　

後
日
田
村
君
か
ら
丁
寧
な
礼
状
が
届
い
た
。

　

田
村
君
か
ら
の
最
後
の
年
賀
状
に
は
「
京
都

に
三
年
住
ん
で
み
て
ま
す
ま
す
京
都
の
良
さ
に

心
ひ
か
れ
て
い
ま
す
。
も
し
貴
女
が
京
都
を
訪

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
会
い
し
て
み
た

い
と
存
じ
ま
す
。」
と
あ
っ
た
。

　

私
が
京
都
を
訪
れ
た
の
は
随
分
時
が
経
っ
て

か
ら
だ
が
田
村
君
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
た
。

　

田
村
君
が
再
び
私
の
前
に
現
れ
た
の
は
何
十
年

も
経
っ
た
同
窓
会
の
物
故
者
の
名
簿
の
中
だ
っ
た
。

そ
こ
に
「
田
村
明
久
」
の
名
前
が
あ
っ
た
。
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随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

【
60
歳
か
ら
の
10
年
の

�
楽
し
か
っ
た
こ
と
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
　
　
　
政
　
久

（
高
二
十
回
）

　

私
の
60
歳
か
ら
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
す
。

　

40
代
、
50
代
の
会
社
生
活
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
新
製
品
開
発
の
企
画
、
立
ち

上
げ
や
、
開
発
時
の
技
術
課
題
の
解
決
、
開
発
過

程
で
発
生
し
た
問
題
の
原
因
の
究
明
な
ど
、夢
中

で
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
楽
し
く
面
白
か
っ
た
。

　

60
歳
に
な
っ
て
や
り
切
り
感
が
あ
っ
た
。次
は

何
を
楽
し
み
に
し
よ
う
か
と
考
え
て
旧
東
海
道

歩
き
や
、山
の
会
へ
入
会
し
て
山
歩
き
を
始
め
た
。

　

そ
う
し
て
い
る
時
に
、す
で
に
中
国
の
企
業
に

就
職
し
て
い
た
友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
、62
歳
で
、

中
国
の
浙
江
省
に
あ
る
民
間
の
自
動
車
会
社
の

関
連
す
る
変
速
機
会
社
へ
就
職
し
た
。

　

こ
の
会
社
で
、新
型
変
速
機
を
開
発
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。こ
の
会
社
は
中
国
の
民
営
の
自
動

車
会
社
で
あ
り
、
10
年
前
は
ま
だ
小
さ
な
会
社

だ
っ
た
が
、こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く

と
言
う
意
気
込
み
が
、
経
営
者
か
ら
、
一
般
従
業

員
ま
で
溢
れ
て
い
た
。

　

中
国
の
会
社
に
就
職
し
た
の
で
、
社
内
会
議

や
、食
堂
、社
宅
、市
内
の
買
い
物
等
で
中
国
人
従

業
員
や
現
地
の
市
民
と
直
接
関
わ
っ
た
の
で
、中

国
で
の
生
活
は
結
構
面
白
か
っ
た
。

　

結
局
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、準
備
が
出
来
て

お
ら
ず
、私
達
が
、中
途
採
用
や
、新
卒
の
採
用
を

し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
員
を
集
め
、企
画
、設
計

し
て
行
く
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。い
く
ら
何
で

も
、私
一
人
で
は
新
型
変
速
機
の
開
発
が
で
き
る

訳
も
な
く
、
中
断
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
時

の
中
国
滞
在
は
1
年
間
だ
け
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
6
年
後
の
2
0
1
8
年
に
再
度
、
別
な

会
社
で
技
術
顧
問
と
し
て
中
国
で
新
型
変
速
機

の
開
発
に
関
わ
っ
た
。

　

こ
の
2
回
の
中
国
滞
在
の
経
験
で
中
国
人
と

仕
事
や
日
常
生
活
を
共
に
し
、中
国
と
中
国
人
に

対
し
て
い
ろ
い
ろ
感
じ
た
。

１
． 好
奇
心
が
強
く
、自
尊
心
が
強
い
、話
を
す
る

と
き
に
注
意

２
． 雇
用
契
約
が
3
年
、
5
年
、
転
職
が
前
提
、
技

術
情
報
を
自
分
の
私
有
に
す
る

３
． 民
間
企
業
で
も
会
社
や
職
場
に
共
産
党
組
織

が
あ
り
、
集
会
や
視
察
を
行
っ
て
い
る
会
社

の
形
式
的
な
ト
ッ
プ
は
共
産
党
員
、
実
務
は

民
間
人

４
． 5S
や
F
M
E
A
は
知
っ
て
い
る
、
使
っ
て
い

る
。し
か
し
本
質
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で

表
面
的
だ
け（
こ
れ
は
中
国
だ
け
で
な
く
、日

本
で
も
多
く
が
そ
う
だ
が
）

５
． 自
動
車
産
業
で
新
技
術
を
開
発
、
生
産
す
る

会
社
に
は
、土
地
は
無
償
貸
与
、設
備
費
は
政

府
が
貸
し
て
く
れ
る
。つ
ま
り
や
る
気
が
有

れ
ば
、手
元
資
金
な
し
で
も
起
業
で
き
る

６
． 自
動
車
会
社
は
2
0
0
社
く
ら
い
あ
り
、
い

ろ
ん
な
自
動
車
を
開
発
し
て
い
る

　

ま
た
、こ
の
機
会
に
中
国
を
見
物
し
よ
う
と
思

い
、中
国
各
地
を
見
物
し
た
。

　

変
速
機
開
発
の
勤
務
地
と
し
て
4
か
所
、サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
訪
問
で
7
か
所
、私
的
旅
行
で
16
か
所

を
訪
問
し
た
。

　

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

１
． 多
く
の
人
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、
特
に
内
陸
の

人
は
親
切
だ

２
． 中
国
人
が
食
べ
る
食
堂
は
美
味
く
て
安
い

1
0
0
元（
1
，6
0
0
円
）あ
れ
ば
十
分
、酒

も
飲
め
る
。地
元
の
人
が
行
く
、店
の
床
が
土

間
の
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
美
味
い

３
． 内
陸
部
の
湖
南
省
の
料
理
は
辛
い
、
ト
ウ
ガ

ラ
シ
で
料
理
が
赤
く
見
え
る
、
西
部
の
重
慶

へ
行
く
と
山
椒
も
入
る
。浙
江
省
は
辛
く
な

い
、日
本
の
味
に
近
い

４
． 中
国
人
と
行
く
バ
ス
旅
行
は
2
泊
3
日
で

5
0
0
元（
8
，0
0
0
円
）、日
本
人
と
し
て

参
加
す
る
と
5
倍
以
上
す
る
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５
． 高
速
道
路
は
ど
こ
で
も
多
く
通
っ
て
い
る
、

ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
平
坦
、
４
車
線
が
当
た

り
前
、そ
れ
で
も
す
で
に
渋
滞
し
て
い
る

６
． 電
動
バ
イ
ク
の
台
数
が
多
い
。街
角
で
充
電

し
て
走
っ
て
い
る

　

中
国
で
の
仕
事
は
、新
製
品
開
発
が
と
ん
挫
し

た
の
で
、こ
の
会
社
を
退
社
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、中
国
で
の
経
験
は
貴
重
な
面
白
い
も
の
だ
っ

た
。

１
． 中
国
人
の
気
質
を
わ
か
っ
た（
今
で
も
連
絡

を
取
り
合
っ
て
い
る
友
人
が
い
る
）

２
． 中
国
の
成
長
の
原
動
力
が
わ
か
っ
た
、
好
奇

心
と
政
府
の
援
助

３
． 60
歳
か
ら
面
白
い
経
験
が
出
来
た

　

そ
の
後
、
日
本
に
帰
り
、
2
0
1
2
年
か
ら
変

速
機
関
係
の
会
社
で
設
計
部
長
と
し
て
製
品
開

発
を
5
年
ほ
ど
や
っ
た
。こ
こ
は
、
元
の
会
社
ほ

ど
設
計
基
準
や
、業
務
手
順
の
基
礎
が
で
き
て
お

ら
ず
、
組
織
も
不
十
分
な
中
で
、
新
製
品
開
発
の

業
務
を
遂
行
し
て
い
く
の
は
久
し
ぶ
り
に
新
鮮

で
面
白
か
っ
た
。

　

こ
の
日
本
の
会
社
を
2
0
1
7
年
に
退
職

し
、2
0
1
8
年
に
再
度
の
中
国
勤
務
を
終
え
て

か
ら
、次
の
面
白
い
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
加
藤
廣
氏
の
小
説
を
読
み
、
面
白
い

と
思
っ
て
経
歴
を
見
る
と
、
70
歳
で
小
説
家
デ

ビ
ュ
ー
と
あ
っ
た
。そ
れ
な
ら
私
に
も
何
か
書
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
69
歳
で
ブ
ロ
グ
を
開

設
し
た
。

　

2
0
1
9
年
3
月
に
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
、こ
れ

ま
で
に
約
90
件
を
投
稿
し
た
。

　

ブ
ロ
グ
の
ネ
タ
は
、
名
城
巡
り
記
、
日
常
の
感

想
、以
前
や
っ
た
街
道
歩
き
記
な
ど
だ
。

　

ブ
ロ
グ
に
記
事
を
書
こ
う
と
思
う
と
、
日
常

の
こ
と
に
対
す
る
感
性
が
高
ま
り
、
何
故
？ 

と

か
、関
連
は
？ 

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、日
常
生

活
が
今
ま
で
以
上
に
面
白
い
。

　

ブ
ロ
グ
を
書
く
と
い
う
こ
と
で
、し
ば
ら
く
は

面
白
い
こ
と
が
続
け
ら
れ
そ
う
だ
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

回
想
録

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
章
　
文

（
高
二
十
四
回
）

　

今
年
…
2
0
2
2
年
の
誕
生
日
で
69
歳
。

お
い
お
い
、
69
年
も
生
き
て
き
た
つ
も
り
は
な

い
け
ど
、
同
級
生
に
こ
の
話
を
す
る
と
、
ど
う
や

ら
本
当
に
生
き
て
き
た
ら
し
い
。幸
い
に
し
て

中
学
や
高
校
の
同
級
生
と
は
今
だ
に
付
き
合
い

が
あ
り
、
そ
の
程
度
の
確
認
は
で
き
る
。そ
の
同

級
生
、
特
に
高
校
の
同
級
生
に
は
当
時
16
～
18

歳
と
い
う
多
感
な
時
期
で
も
あ
り
、
や
ん
ち
ゃ

な
者
が
な
ぜ
か
多
い
。ど
ん
な
や
ん
ち
ゃ
か
っ

て
ぇ
？ 

大
し
た
こ
と
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
例
え

ば
の
話
だ
が
、村
山
に
住
む
男
は
通
学
の
便
が
悪

く
毎
日
、バ
イ
ク（
ホ
ン
ダ
の
C
L
2
5
0
）で
学

校
に
通
っ
て
い
た
。学
校
に
は
自
転
車
の
駐
輪
場

は
あ
る
が
、
バ
イ
ク
を
止
め
る
場
所
は
な
い
。し

た
が
っ
て
学
校
の
近
所
の
農
家
の
納
屋
に
お
い

て
い
た
。今
で
い
う
と
そ
の
農
家
の
方
と
契
約
を

し
て
い
た
ら
し
い
。私
は
当
時
富
士
宮
駅
発
7
：

49
の
電
車
で
竪
堀
ま
で
通
っ
て
い
た
が
、い
つ
の

日
か
ら
か
彼
が
私
の
家
に
毎
朝
来
る
よ
う
に
な

り
、私
も
バ
イ
ク
通
学
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
そ
っ
か
し
い
や
つ
も
い
て
、
2
年
生

の
時
だ
っ
た
か
、た
ま
た
ま
早
め
に
テ
ス
ト
が
で

き
た
の
で
、時
間
前
に
提
出
し
よ
う
と
し
た
時
、

鉛
筆
が
机
か
ら
落
ち
た
の
で
、拾
お
う
と
か
が
ん

だ
瞬
間
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
プ

が
コ
ロ
ン
と
落
ち
た
。そ
の
光
景
は
し
っ
か
り
と

先
生
の
目
に
入
っ
た
。

　

当
人
は
慌
て
る
で
も
な
く
そ
れ
を
拾
い
上

げ
、
元
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
い
、
何
事
も
な
く
世

界
史
の
テ
ス
ト
用
紙
を
提
出
し
て
教
室
を
出
て

行
っ
た
。そ
の
日
は
何
事
も
な
く
数
日
後
、
彼
に

1
週
間
学
校
で
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
こ
ん
な
や
つ
も
お
っ
た
。3
年
の
あ
る
日

の
昼
休
み
、『
お
ー
い
、
章
文
！
』と
呼
ぶ
の
で
近
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づ
い
て
い
く
と
、い
き
な
り『
は
ー
』と
息
を
か
け

て
き
た
。そ
し
た
ら
酒
臭
い
。『
ど
う
し
た
ん
だ
、

酒
く
せ
ー
ぞ
』と
い
う
と
、『
さ
っ
き
三
枝
酒
店
で

ワ
ン
カ
ッ
プ
１
本
キ
ュ
ー
と
飲
っ
て
き
た
』と
い

う
の
だ
。昼
間
か
ら
酒
を
飲
ん
で
う
ら
や
ま
し
い

こ
と
だ
な
あ
と
感
心
し
た
も
ん
だ
っ
た
。

　

ま
た
、そ
の
御
仁
の
挨
拶
も
変
わ
っ
て
い
た
。

朝
学
校
で
会
う
と
遠
く
か
ら
『
お
は
よ
う
』
と

声
を
か
け
て
き
て
、
握
手
を
す
る
の
で
あ
る
。

手
を
差
し
出
さ
れ
る
の
で
私
も
彼
の
手
を
握
る

の
だ
が
、
手
を
握
っ
た
瞬
間
に
か
な
ら
ず
放
屁

を
す
る
の
で
あ
る
。『
お
っ
、
今
日
は
調
子
い
い

ぞ
』
と
大
き
な
お
な
ら
の
音
で
本
日
の
体
調
を

確
認
す
る
と
い
う
寸
法
で
あ
る
。
毎
朝
行
う
私

と
の
挨
拶
は
、
彼
の
体
調
を
確
認
す
る
儀
式
と

な
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、面
白
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
た
く

さ
ん
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
こ
の
愉
快
な
級
友
た

ち
と
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
が
、今
で
も
多
い
の

だ
が
、そ
の
場
の
ト
ー
ク
と
し
て
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
。

　

そ
う
そ
う
、
私
も
少
し
や
ん
ち
ゃ
め
い
た
こ

と
を
し
て
、停
学
2
回
ほ
ど
く
ら
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
に
は
、
親
ま
で
巻
き
込
ん
で
申
し
訳
な

い
気
持
ち
も
少
し
は
あ
る
が
、
そ
の
母
親
も
一

風
変
わ
っ
て
い
て
そ
の
や
ん
ち
ゃ
な
後
始
末
に
、

と
あ
る
日
、
沼
津
の
家
庭
裁
判
所
に
呼
び
出
さ

れ
、
母
親
と
二
人
で
出
向
き
、
黒
装
束
の
判
事

の
前
で
、『
も
う
二
度
と
こ
ん
な
こ
と
は
さ
せ
ま

せ
ん
』
と
い
っ
て
謝
ら
せ
た
記
憶
が
あ
る
。
し

か
し
だ
、
し
か
し
母
親
曰
く
『
せ
っ
か
く
沼
津

ま
で
来
た
ん
だ
か
ら
、富
士
急
デ
パ
ー
ト
に
行
っ

て
買
い
物
し
て
帰
ろ
う
』
と
言
い
出
し
た
。
私

は
な
ん
や
ね
ん
と
思
っ
た
が
、
続
け
て
母
が
言

う
の
に
『
私
ま
だ
動
く
階
段
に
乗
っ
た
こ
と
が

な
い
さ
ぁ
。
一
度
乗
っ
て
み
た
い
な
ぁ
。
テ
レ

ビ
で
し
か
見
た
こ
と
な
い
。富
士
急
に
あ
る
だ
っ

て
。』そ
の
裁
判
所
の
帰
り
、電
車
の
中
で『
あ
ぁ
、

沼
津
に
来
て
よ
か
っ
た
。』
だ
と
さ
。

　

私
は
今
伴
侶
を
亡
く
し
て
７
年
に
な
る
が
、彼

ら
同
級
生
と
の
今
で
も
続
く
濃
い
付
き
合
い
の

中
で
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
彼
ら
に
支
え

ら
れ
て
い
る
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。先
週
も
渡

井
が
蕨
の
醤
油
漬
け
を
自
分
が
作
っ
た
と
い
っ

て
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

わ
れ
ら
が
担
任

　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
石
　
広
　
和

（
高
二
十
九
回
）

　

富
友
会
の
集
ま
り
で
創
立
1
0
0
周
年
記
念

事
業
の
記
念
ア
ル
バ
ム
原
稿
を
見
て
い
る
と
懐

か
し
い
人
に
出
会
い
ま
し
た
。
わ
れ
ら
が
担
任

小
田
切
靖
先
生
で
す
。
体
育
祭
の
仮
装
行
列
で

「
座
頭
市
」（
勝
新
太
郎
が
演
じ
て
い
た
盲
目
の

居
合
の
達
人
）
に
扮
し
て
い
ま
し
た
。

　

わ
れ
ら
が
担
任
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
眼
鏡

で
す
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
目
が
悪
く
て
、
牛
乳
瓶

の
底
の
よ
う
な
眼
鏡
を
か
け
て
い
つ
も
汗
を
か

い
て
い
ま
し
た
。
授
業
に
熱
中
し
す
ぎ
る
と
い

つ
も
眼
鏡
を
教
卓
に
置
き
、
腰
の
タ
オ
ル
で
額

の
汗
を
拭
く
の
が
お
得
意
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

あ
れ
は
夏
前
の
期
末
テ
ス
ト
直
前
の
英
語
の

授
業
で
し
た
。
私
の
友
達
が
教
卓
に
置
い
た
先

生
の
眼
鏡
を
隠
し
た
ら
ど
う
な
る
か
検
証
し
て
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み
よ
う
と
。も
ち
ろ
ん
自
分
も
大
い
に
賛
同
し
、

計
画
案
に
し
っ
か
り
と
乗
っ
か
り
ま
し
た
。ま
っ

た
く
担
任
を
何
だ
と
思
っ
て
い
る
振
る
舞
い
。

し
か
し
、
予
想
に
反
し
て
と
い
う
か
、
い
や
予

想
以
上
の
結
果
で
、
眼
鏡
を
探
し
て
教
壇
を
お

ろ
お
ろ
歩
き
回
り
、
挙
句
の
果
て
に
は
教
卓
に

ぶ
つ
か
り
、
転
げ
落
ち
て
ク
ラ
ス
中
大
爆
笑
。

期
末
テ
ス
ト
直
前
の
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
は
一

気
に
和
ら
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
わ
れ
ら
が
担
任
は
眼
鏡
を
は
ず

し
て
は
生
徒
に
眼
鏡
を
隠
さ
れ
て
い
じ
る
の
が

お
決
ま
り
の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
な
り
、
視
力
の
弱

い
担
任
を
さ
ら
に
誇
張
し
て
つ
い
に
体
育
祭
に

お
け
る
座
頭
市
の
誕
生
と
な
っ
た
の
で
す
。ま
っ

た
く
馬
鹿
げ
た
提
案
を
わ
れ
ら
が
担
任
は
飲
み

込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
下
手
を
す
れ
ば
人
権
問

題
に
も
発
展
す
る
や
も
し
れ
な
い
と
ん
で
も
な

い
内
容
な
の
に
。

　

40
年
以
上
も
前
の
話
で
今
と
は
学
校
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
違
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身

も
担
任
と
同
じ
教
職
の
道
を
歩
み
、
学
校
現
場

の
実
情
は
よ
く
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

そ
れ
で
も
わ
れ
ら
が
担
任
は
懐
も
大
き
く
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
し
た
。
ま
さ
し
く
名
物
先

生
。生
徒
に
寄
り
添
う
力
は
足
元
に
も
及
ば
な
い
。

　

担
任
の
話
で
盛
り
上
が
る
ク
ラ
ス
会
を
ま
た

や
り
た
い
。　

合
掌

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

真
夜
中
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
深
　
澤
　
竜
　
介

（
高
三
十
三
回
）

　

44
年
前
、昭
和
53
年
11
月
某
日
午
後
11
時
半
、

富
士
高
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
は
満
天
の
星

の
下
で
し
た
。「
す
の
こ
」
を
敷
い
て
毛
布
に
身

を
く
る
み
な
が
ら
、
い
ま
に
も
降
っ
て
き
そ
う

な
星
を
眺
め
な
が
ら
私
は
浅
い
眠
り
に
つ
き
ま

し
た
。

　

当
時
ク
ラ
ス
対
抗
の
球
技
大
会
は
１
年
生
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
２
年
生
サ
ッ
カ
ー
３
年
生
ラ
グ

ビ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
我
が
１
年
Ｄ
組

は
、
担
任
が
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
専
門
の
寺
田
嘉
一

先
生
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
優
勝
目
指
し
て
、
初
め
て
手

に
す
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

攻
撃
陣
の
二
人
が
、
相
手
の
守
備
陣
を
ガ
ー
ド

し
て
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
、
そ
こ
に
味
方
が
走

り
こ
ん
で
シ
ュ
ー
ト
を
行
う
寺
田
先
生
直
伝
の

「
観
音
開
き
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
特
に
Ｄ
組

チ
ー
ム
の
得
意
技
で
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
も
熱
が
入
り
、
競
っ
て
練
習
を
し

て
い
ま
し
た
。
我
が
Ｄ
組
は
、
富
士
高
の
そ
ば

に
住
ん
で
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
も

は
遅
刻
ギ
リ
ギ
リ
に
登
校
し
て
く
る
Ａ
君
が
朝

早
く
コ
ー
ト
取
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
間
が
、
７
時
、
６
時
半
、
６
時
、
５
時
半

と
日
々
早
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
熾

烈
な
争
い
で
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
練
習
の
中

身
よ
り
も
、
コ
ー
ト
取
り
争
い
に
執
念
を
燃
や

し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

そ
ん
な
日
々
の
中
で
、
ど
う
い
う
話
の
展
開

か
、
富
士
宮
か
ら
自
転
車
通
学
で
通
っ
て
い
た

私
は
、「
夜
家
を
抜
け
出
し
て
、
夜
中
に
来
れ
ば
、

コ
ー
ト
の
確
保
は
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
、

実
行
に
至
り
ま
し
た
。
家
族
が
寝
静
ま
っ
た
11

時
過
ぎ
に
家
を
出
て
、
髪
の
毛
を
な
び
か
せ
な

が
ら
岩
本
山
を
自
転
車
で
下
り
、
富
士
高
に
到

着
し
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
で
、
一
夜
を
過

ご
し
た
わ
け
で
す
。
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
い
た

も
の
の
、
さ
す
が
に
、
11
月
の
屋
外
で
す
。
熟

睡
で
き
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ト
ウ
ト
し

な
が
ら
、
浅
い
眠
り
の
中
に
い
ま
し
た
。
た
し

か
１
時
過
ぎ
に
、
Ａ
君
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
誰
か
い
る
ぞ
！
」
翌
朝
４
時
に
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
に
響
き
渡
っ
た
声
を
私
は
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
早
起
き
し
て
、学
校
に
や
っ

て
き
た
ほ
か
の
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
が
、
我
々

を
発
見
し
て
、驚
い
て
声
を
上
げ
た
の
で
す
。「
４

時
に
来
れ
ば
、
さ
す
が
に
コ
ー
ト
を
取
れ
る
だ

ろ
う
と
思
い
や
っ
て
き
た
ら
、
先
客
が
い
た
！
」
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さ
ぞ
や
驚
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
、
眠
気

眼
で
、驚
い
た
彼
の
顔
を
見
な
が
ら
、「
し
て
や
っ

た
り
」
と
ニ
ヤ
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
、さ
ぞ
や
朝
練
に
熱
が
入
っ
た
か
？

い
や
い
や
練
習
に
や
っ
て
き
た
Ｄ
組
の
仲
間
を

目
に
し
た
ら
眠
気
が
一
気
に
襲
っ
て
き
て
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
の
練
習
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
練
も
し
な
い
し
、
授
業
に
も
出
な
い
で
、
帰

宅
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
加

熱
し
た
た
め
、
翌
日
か
ら
は
、
朝
練
の
コ
ー
ト

取
り
は
禁
止
に
な
り
、
各
ク
ラ
ス
に
割
り
当
て

ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
我
が
Ｄ
組
の
球
技
大
会
の
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
か
？
確
か
一
回
戦
負
け
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
全
く
も
っ
て
笑
い
話
で
す

ね
。
今
で
も
、
１
年
Ｄ
組
の
仲
間
と
会
う
と
こ

の
話
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
44
年
。
今
思
え
ば
、
意
味
も
な
い

こ
と
に
夢
中
に
な
れ
た
時
間
は
か
け
が
え
の
な

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
人
生
も
、

損
得
な
し
に
、
何
か
に
夢
中
に
な
る
こ
と
の
連

続
で
し
た
が
、
そ
の
原
点
は
、
真
夜
中
の
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
に
あ
っ
た
の
だ
と
納
得
し
ま

し
た
し
、
そ
ん
な
時
間
を
与
え
て
く
れ
た
母
校

に
感
謝
で
す
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

青
春
の
リ
グ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
澤
　
智
　
正

（
高
三
十
九
回
）

　

私
達
は
昭
和
63
年
の
第
39
回
卒
、
大
学
時
代

は
バ
ブ
ル
真
っ
盛
り
、
就
職
時
に
は
そ
ろ
そ
ろ

と
崩
壊
の
足
音
が
忍
び
寄
る
、
世
の
中
が
大
き

く
変
わ
る
時
代
で
し
た
。

　

私
は
、
静
岡
鉄
道
株
式
会
社
に
入
社
、
社
有

地
の
管
理
・
自
動
車
の
販
売
・
不
動
産
の
販
売
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
自
社
電
子
マ
ネ
ー
事
業
に

携
わ
り
ま
し
た
。
富
士
駅
南
・
吉
原
の
「
し
ず

て
つ
ス
ト
ア
」
で
決
済
音
「
ち
ゃ
っ
き
り
!
」

を
お
聞
き
い
た
だ
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
。
今
は
静
鉄
グ
ル
ー
プ
の
自
動
車

デ
ィ
ー
ラ
ー
で
店
舗
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
不

動
産
事
業
と
自
動
車
事
業
の
融
合
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
、
今
ま
で
の
仕
事
の
集
大
成

の
気
持
ち
で
す
。30
年
駆
け
ず
り
回
り
な
が
ら
、

様
々
な
先
輩
や
同
僚
、
取
引
先
の
皆
さ
ん
に
助

け
て
い
た
だ
き
、
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
未
だ
に
引
き
摺
っ
て
い
る
青
春
の
苦

い
思
い
出
と
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
書
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
級
生
に
会
い
「
何
部

だ
っ
た
っ
け
?
」と
い
う
話
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
理
由
は
〝
1
年
生
だ
け
〟
の
サ
ッ
カ
ー

部
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
顧
問
の
岡
田
先
生
に

「
サ
ッ
カ
ー
部
辞
め
た
い
で
す
」
と
言
っ
た
時

に
「
大
澤
、
キ
ー
パ
ー
や
り
た
い
ん
だ
ろ
？ 

基

礎
や
っ
て
キ
ー
パ
ー
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
走
る
こ
と
が
苦
手
な
私
に
言
っ
て
い
た
だ
い

た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
厳
し
い
練
習
や
遊
び
の

誘
惑
に
負
け
て
逃
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
た
っ
た
１
年
間
の
富
士
高
サ
ッ
カ
ー

部
の
経
験
が
活
き
る
転
機
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、大
学
に
行
く
と
富
士
高
時
代
の
サ
ッ

カ
ー
部
の
先
輩
か
ら
、「
大
澤
、
サ
ッ
カ
ー
や
る

ぞ
。」
こ
の
一
言
で
サ
ッ
カ
ー
に
戻
る
こ
と
に
。

大
き
な
活
躍
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
言
え

ば
マ
ス
コ
ッ
ト
的
な
存
在
と
し
て
、
楽
し
く
や

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
就
職
し
た
年
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
発
足
!

　

次
に
就
職
す
る
と
、
世
は
Ｊ
リ
ー
グ
発
足
か

ら
の
空
前
の
サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
で
、
今
ほ
ど
レ

ベ
ル
も
高
く
な
い
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
乱
立
。

希
少
価
値
の
高
い
「
キ
ー
パ
ー
」
の
私
は
、
い

ろ
い
ろ
な
チ
ー
ム
か
ら
重
宝
さ
れ
、
会
社
の
先

輩
か
ら
今
週
末
こ
の
チ
ー
ム
、来
週
は
あ
の
チ
ー

ム
と
指
示
さ
れ
て
毎
週
駆
り
出
さ
れ
る
週
末
。

元
来
の
マ
ス
コ
ッ
ト
気
質
で
す
か
ら
、
ど
こ
で

も
す
ぐ
馴
染
め
ま
し
た
。
芸
は
身
を
助
け
る
と
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は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
大
学
の
サ
ッ
カ
ー
部
の

後
輩
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
も
今
で
も
連
絡
を

頂
き
、
特
に
2
0
1
1
年
3
月
15
日
の
静
岡
県

東
部
地
震
の
時
、
真
っ
先
に
安
否
の
電
話
を
く

れ
た
の
は
自
分
達
も
関
東
で
罹
災
直
後
だ
っ
た

サ
ッ
カ
ー
部
の
後
輩
達
で
し
た
。
苦
し
い
時
を

一
緒
に
過
ご
し
た
仲
間
と
い
う
の
は
本
当
に
大

切
な
仲
間
な
ん
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
を
中
途
半
端

で
投
げ
出
し
た
の
か
悔
や
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
の
日
、
白
い
歯
を
見
せ
な
が
ら
諭
し
て
く

れ
た
岡
田
先
生
の
顔
を
想
う
と
今
で
も
涙
が
出

ま
す
。

　

先
生
が
退
任
さ
れ
る
時
、
ご
挨
拶
に
も
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
行
く
資
格
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
度
サ
ッ
カ
ー
部
の
同
級
生
に
話
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

彼
は
「
気
に
す
る
こ
と
な
い
よ
。
一
緒
に
会

い
に
行
こ
う
ぜ
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

齢
50
を
超
え
、
若
い
こ
ろ
の
よ
う
に
動
け
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ゴ

ル
フ
・
自
転
車
な
ど
い
ろ
い
ろ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
で
は
富
士
高
卒
の
か
な
り
若
い

後
輩
か
ら
も
「
先
輩
!
」
と
呼
ば
れ
ま
す
（
笑
）。

自
転
車
で
は
同
級
生
と
楽
し
み
、
友
人
を
紹
介

し
て
も
ら
え
た
り
。
ゴ
ル
フ
で
は
同
級
生
の
コ

ン
ペ
を
や
れ
ば
女
性
で
も
東
京
か
ら
車
で
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
り
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
月
例
会

で
は
富
士
高
の
先
輩
・
後
輩
と
ご
一
緒
さ
せ
て

頂
き
、
先
輩
方
か
ら
ご
友
人
を
紹
介
さ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
が
ど
ん
ど
ん
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

夏
の
高
校
野
球
の
季
節
に
な
れ
ば
、
先
輩
の

父
と
後
輩
の
息
子
と
母
校
の
野
球
の
話
題
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
老
若
男
女
の
垣

根
を
払
い
、
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　

あ
の
時
、
岡
田
先
生
は
「
大
澤
、
逃
げ
る
な
。

や
り
遂
げ
ろ
。
楽
し
め
。」
と
い
っ
て
く
れ
た
の

だ
と
、
今
思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
年
齢
な
り
に
ゆ
っ

く
り
と
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
何
事
も

諦
め
ず
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま

す
。

　

learn from
 yesterday, live for today, 

 
hope for tom

orrow

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

今
　
富
士
高
に
何
が
で
き
る
？

　
　
　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
哲
　
男

（
高
四
十
回
）

　

今
年
は
富
士
高
創
立
1
0
0
周
年
で
す
。
ま

た
、私
の
次
男
が
現
在
富
士
高
３
年
生
で
あ
り
、

父
も
含
め
て
3
代
富
士
高
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
節
目
に
際
し
て
思
う
と
こ
ろ
を

書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
富
士
高
に
何
が
で
き
る
？
」

に
は
2
通
り
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
私
達
が

富
士
高
に
何
が
で
き
る
か
、
も
う
一
つ
は
こ
れ

か
ら
富
士
高
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、で
す
。

　

数
年
前
、
50
歳
の
学
年
に
当
た
っ
た
際
、
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
学
年
幹
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
幹
事
会
に
も
出
席
し
て
い

ま
す
。
幹
事
会
に
出
て
感
じ
る
こ
と
は
、
幹
事

会
と
そ
れ
以
外
の
一
般
卒
業
生
と
の
温
度
差
で

す
。
特
に
今
年
は
創
立
1
0
0
周
年
。
一
生
に

一
度
し
か
な
い
節
目
で
す
が
、
寄
附
は
思
う
よ

う
に
集
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
（
こ
れ
は
原

稿
作
成
の
時
点
で
す
が
）。
コ
ロ
ナ
禍
や
円
安
な

ど
の
不
況
で
寄
付
は
難
し
い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
1
0
0
周
年
の
寄
附
に
限
ら
ず
、
富
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友
会
総
会
へ
の
参
加
や
手
伝
い
な
ど
の
人
集
め

も
苦
労
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、「
富
士
高

に
何
も
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
、
何
も
し
て
も

ら
わ
な
か
っ
た
。」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
時
折

聞
か
れ
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ

ク
で
す
か
。
確
か
に
高
校
3
年
間
で
授
業
を
受

け
、
部
活
動
な
ど
の
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
何
か
を
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
特
に

思
い
当
た
り
ま
せ
ん
ね
。

　

で
も
高
校
の
役
割
っ
て
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
？ 

皆
様
は
高
校
を
卒
業
し
て
進
学
、

就
職
な
ど
色
々
な
経
験
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
今
日
に
至
る

ま
で
、
富
士
高
出
身
者
に
一
人
も
会
わ
な
か
っ

た
方
は
ど
れ
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ

う
？ 

学
校
、
職
場
、
地
域
な
ど
で
出
会
っ
た
人

が
富
士
高
出
身
者
と
分
か
っ
た
時
、
安
心
感
や

親
近
感
を
覚
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
富
士
高
の
話
題
に
触
れ
た
の
で
は
？

　

そ
れ
だ
け
で
富
士
高
の
役
割
は
十
分
だ
と
思

い
ま
す
。
富
士
高
卒
業
生
と
の
出
会
い
を
仕
事

な
り
、
遊
び
な
り
、
ど
の
よ
う
に
人
生
に
活
か

し
て
い
く
か
は
そ
の
人
本
人
の
考
え
方
次
第
で

す
。

　

そ
れ
で
も
富
士
高
を
卒
業
し
て
も
何
も
恩
恵

が
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
幹
事
に
な
っ
て
日
は
浅
い
の
で
全
て
を
理

解
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
富
友

会
総
会
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
総
会
に
行
く
余

裕
が
あ
る
人
達
が
集
ま
っ
て
お
祭
り
騒
ぎ
を
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
富

士
高
卒
業
生
が
困
窮
し
た
際
に
、
手
を
差
し
伸

べ
る
組
織
も
あ
り
ま
せ
ん
。
卒
業
後
は
富
士
高

か
ら
の
働
き
掛
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
か
ら
富
士
高
を
卒
業
し
て
い
く
生
徒

達
が
富
士
高
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
な
環
境
を
、
私
達
卒
業
生
が
創
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
富
士
高
1
0
0
年
の
歴
史
を
変
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
富
士

高
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。

　

富
士
高
が
生
徒
達
、
私
達
卒
業
生
、
地
域
な

ど
に
何
を
で
き
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
意
見

に
つ
い
て
は
い
つ
か
書
く
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

富
士
高
時
代
の
こ
と

現
在
の
自
分
や
同
級
生
の
様
子

　
　
　
　
　
　
　
　
浅
　
井
　
隆
　
志

（
高
四
十
四
回
）

● 

富
士
高
時
代
の
こ
と

　

私
は
富
士
宮
で
育
ち
、
富
士
宮
市
立
第
四
中

学
校
か
ら
富
士
高
へ
入
学
し
ま
し
た
。
毎
日
身

延
線
に
乗
っ
て
西
富
士
宮
駅
か
ら
竪
堀
駅
ま
で

電
車
を
使
っ
て
通
学
を
し
て
い
ま
し
た
。
部
活

は
山
岳
部
に
入
部
し
、
2
年
生
か
ら
は
2
年
生

2
名
と
1
年
生
2
名
の
4
名
の
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
部
で
部
長
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
土

曜
日
も
午
前
中
は
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、
月

に
１
回
は
山
行
で
土
曜
日
途
中
退
席
し
て
山
へ

行
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
は
北
ア
ル
プ
ス
や

南
ア
ル
プ
ス
で
の
１
週
間
に
渡
る
縦
走
を
し
た

り
、
冬
山
は
八
ヶ
岳
に
登
っ
た
り
と
、
山
岳
部

の
顧
問
の
先
生
方
に
連
れ
添
い
を
頂
き
な
が
ら
、

山
登
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

進
学
の
面
で
は
、
2
年
生
の
時
に
ア
メ
リ
カ

の
大
学
へ
留
学
す
る
こ
と
を
決
め
て
、
そ
こ
か

ら
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
入
学
に
向
け
た
準
備
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
進
学
を
ア
メ
リ
カ
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の
大
学
に
す
る
と
決
め
た
理
由
は
、
将
来
国
際

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
現
し
て
い
け
る
よ
う
な

キ
ャ
リ
ア
を
目
指
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

高
校
の
成
績
を
あ
る
程
度
維
持
し
な
が
ら
も
、

英
語
の 

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

の
試
験
勉
強
や
、
現
地
の

大
学
の
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
か
ら
困
ら
な
い
よ
う

に
英
語
の
勉
強
に
力
を
入
れ
て
勉
強
を
し
ま
し

た
。
当
時
は
学
校
の
先
生
方
か
ら
、
日
本
の
大

学
に
進
ん
で
か
ら
留
学
を
し
た
ほ
う
が
、
日
本

の
大
学
卒
業
の
資
格
を
取
っ
た
上
で
の
就
職
活

動
が
で
き
る
し
、
リ
ス
ク
も
少
な
い
の
で
は
、

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
も
の
の
、
あ
ま

り
本
気
で
日
本
の
大
学
を
受
験
す
る
気
に
は
な

れ
ず
、
積
極
的
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
入
学
の

応
募
を
行
い
ま
し
た
。
複
数
合
格
し
た
中
で
、

最
終
的
に
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
（U

niversity of 
Arizona

）
を
選
び
、
富
士
高
を
卒
業
後
、
渡
米

し
（
初
め
て
の
飛
行
機
と
初
め
て
の
海
外
）、
無

事
に
学
部
卒
の
資
格
を
取
っ
て
帰
国
し
ま
し
た

（
専
攻
は
経
営
学
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
）。

● 

現
在
の
自
分
や
同
級
生
の
様
子

　

社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
、
外
資
系
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の 

P
w
C
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
（
の
ち
に
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ

ム
）
に
就
職
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
領
域
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
経
験
し
、
海
外
勤
務
（
ア
メ
リ

カ
）
も
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
30
代
半
ば

で
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
職
か
ら
営
業
職
へ
キ
ャ

リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
行
い
、外
資
系
I
T
企
業
（
日

本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
、
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
）

で
の
営
業
職
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
経
験
を
積
み

ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
世
界
最
先
端
の 

I
T 

技
術
を
活
用
し
て
、
日
本
の
お
客
様
ビ
ジ

ネ
ス
の
変
革
を
ご
支
援
し
た
い
と
い
う
気
概
を

持
っ
て
、
日
本
の
自
動
車
業
界
の
お
客
様
を
担

当
さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
。

　

約
3
年
程
前
に
、
グ
ー
グ
ル
の
ク
ラ
ウ
ド
部

門
へ
転
職
し
、
お
客
様
は
変
わ
ら
ず
日
本
の
自

動
車
業
界
の
お
客
様
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
、

1
0
0
年
に
一
度
の
大
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る

こ
の
業
界
で
、
日
々
最
先
端
の 

IT 

技
術
を
駆
使

し
た
ご
支
援
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
同
級
生
と
は
、
f
a
c
e
b
o
o
k

で
多
く
つ
な
が
っ
て
い
て
、
静
岡
、
東
京
、
大

阪
、
北
海
道
等
全
国
に
い
る
友
人
か
ら
の
投
稿

を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
楽
し
い
投
稿
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら

を
拝
見
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
時
折
富
士
宮
の
実
家
に
帰
省
す
る
際
に

は
、
リ
ア
ル
で
地
元
に
い
る
同
級
生
と
居
酒
屋

に
集
ま
っ
て
飲
み
に
行
っ
た
り
し
て
、
交
友
は

し
っ
か
り
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
以
上
、

簡
単
で
す
が
、
自
分
の
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

法
律
家
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
谷
　
知
　
一

（
高
四
十
九
回
）

　

地
元
出
身
の
法
律
家
と
し
て
、
ど
う
し
た
ら

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
社
会
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
そ
の
答
え
は
、紛
争
が
起
こ
っ

て
か
ら
事
後
的
に
解
決
す
る
臨
床
法
務
よ
り
も
、

紛
争
の
予
防
、
紛
争
へ
の
事
前
の
備
え
と
い
っ

た
予
防
法
務
に
こ
そ
あ
る
と
考
え
、
私
ど
も
の

法
律
事
務
所
で
は
、
そ
れ
を
業
務
の
中
核
と
し

て
日
々
執
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
と
い
っ
て
も
、
我
々
弁
護
士
は
、
1

件
1
件
の
相
談
案
件
や
受
任
案
件
を
地
道
か
つ

丁
寧
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
以
外
に
方
法
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
弁

護
士
と
い
う
仕
事
は
、
世
間
で
思
わ
れ
て
い
る

よ
り
も
極
め
て
地
味
な
仕
事
と
い
え
ま
す
。

　

弁
護
士
と
し
て
の
業
務
に
日
々
没
頭
す
る
中

で
、
子
ど
も
達
向
け
の
職
業
講
話
は
私
の
生
き

が
い
の
1
つ
で
す
。
時
に
は
、
小
学
校
や
中
学

校
の
授
業
で
、
弁
護
士
の
生
き
様
を
語
ら
せ
て

頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
い
じ
め
は
な
ぜ
い

け
な
い
か
、
ス
マ
ホ
の
ど
こ
に
リ
ス
ク
が
潜
む

の
か
、
法
律
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
お
話
を
さ



─ 16 ─

せ
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
機

会
を
通
じ
、
法
的
な
物
の
考
え
方
を
小
中
学
生

の
う
ち
か
ら
身
に
付
け
る
こ
と
の
大
切
さ
と
共

に
、
忖
度
や
政
治
的
な
妥
協
も
な
く
、
た
だ
自

分
の
信
念
と
法
律
の
み
に
従
っ
て
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
弁
護
士
と
い
う
仕
事
の
魅
力
を

伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
長
女
が
母
校
で
学
ん
で
い
ま
す
。
無
心

に
勉
学
に
励
ん
で
い
る
姿
を
横
で
見
て
、
法
曹

を
目
指
し
た
頃
の
初
心
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
、

親
と
し
て
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
日
々
奮
闘

し
て
い
ま
す
が
、
さ
す
が
に
若
さ
と
体
力
で
は

惨
敗
で
す
。
さ
ら
に
、
読
書
量
も
負
け
て
い
る

こ
と
は
悔
し
い
限
り
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
法
律
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た
者
と
し
て
、

常
に
意
識
し
て
法
的
知
識
と
実
務
技
量
の
修
得

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
自
覚
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
。
文
筆
力
や
プ
レ
ゼ
ン
力
と

い
っ
た
法
律
家
と
し
て
必
須
の
能
力
を
高
め
た

い
と
日
々
藻
掻
き
な
が
ら
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど

法
曹
の
道
が
果
て
し
な
い
こ
と
を
知
り
、
時
に

目
眩
す
ら
覚
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
涯
を

通
じ
て
身
を
捧
げ
る
価
値
が
あ
る
仕
事
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
か
ら
、
母
校
の
後
輩
か
ら
、
弁
護

士
を
目
指
す
若
者
が
増
え
て
欲
し
い
と
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

三
十
路
を
超
え
た『
ゆ
と
り
世
代
』

　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
杉
　
雄
　
大

（
高
五
十
九
回
）

　

最
近
テ
レ
ビ
で
は
『
Z
世
代
』
の
若
者
に
つ

い
て
の
特
集
が
多
く
目
に
つ
く
が
、
我
々
の
世

代
は
あ
の
悪
名
高
き
『
ゆ
と
り
世
代
』
で
あ
る
。

な
に
か
問
題
が
起
こ
る
と
、
こ
れ
だ
か
ら
ゆ
と

り
世
代
は
と
、
ゆ
と
り
を
枕
詞
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
は
日
常
茶
飯

で
あ
っ
た
。
す
べ
て
を
世
代
の
せ
い
に
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
高
校
時
代
の
私
は
確
か
に
い

ろ
い
ろ
投
げ
出
し
や
す
く
、
陸
上
競
技
部
を
１

年
生
途
中
で
退
部
し
、
勉
強
に
も
身
が
入
ら
ず

テ
ス
ト
の
成
績
は
散
々
。
大
学
受
験
で
も
第
一

志
望
に
合
格
し
な
い
と
わ
か
る
や
、
す
ぐ
に
す

べ
り
止
め
の
大
学
に
進
学
し
た
。
そ
ん
な
薔
薇

色
と
は
か
け
離
れ
た
高
校
生
活
を
謳
歌
し
た
私

が
、
今
回
栄
え
あ
る
富
友
会
に
文
章
を
寄
稿
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
さ
さ
か
恐
縮
で
は
あ
る

が
、
私
の
近
況
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

大
学
に
進
学
後
、
私
は
ラ
グ
ビ
ー
に
明
け
暮

れ
な
が
ら
、
歯
科
医
師
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
親

の
脛
を
か
じ
り
つ
く
し
、大
学
院
ま
で
修
了
し
、

歯
学
博
士
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
院
の
専
攻
は

摂
食
嚥
下
機
能
障
害
で
、
歯
科
医
師
と
し
て
は

珍
し
い
分
野
で
あ
る
。
こ
の
摂
食
嚥
下
機
能
障

害
と
い
う
名
前
に
あ
ま
り
聞
き
な
じ
み
が
な
い

方
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
簡
単
に
言
っ
て

し
ま
う
と
病
気
に
よ
り
食
べ
る
機
能
が
低
下
し
、

食
事
が
摂
り
に
く
い
、
あ
る
い
は
摂
れ
な
く
な

る
状
態
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

　

世
間
一
般
の
歯
科
治
療
の
イ
メ
ー
ジ
は
む
し

歯
、
歯
周
病
、
入
れ
歯
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
ホ

ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な

の
に
、
な
ぜ
歯
科
医
師
な
の
に
、
こ
ん
な
訳
の

分
か
ら
な
い
摂
食
嚥
下
機
能
障
害
と
い
う
分
野

を
専
攻
し
て
い
た
の
か
？
冒
頭
に
も
書
い
た
通

り
、
高
校
時
代
の
私
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
投

げ
出
し
た
。
こ
の
『
投
げ
出
し
た
』
行
為
は
そ

の
後
何
年
も
自
分
の
心
に
強
く
残
り
、
私
自
身

の
精
神
を
深
く
蝕
み
…
ま
ぁ
要
す
る
に
〝
や
さ

ぐ
れ
た
〟
の
だ
。
や
さ
ぐ
れ
た
私
は
他
の
歯
科

医
師
と
同
じ
道
に
進
ん
で
も
意
味
が
な
い
と
ひ

ね
く
れ
て
、
こ
の
特
殊
な
分
野
を
専
攻
し
た
。

我
な
が
ら
、
こ
じ
ら
せ
た
ゆ
と
り
世
代
で
あ
っ

た
と
し
か
評
価
で
き
な
い
思
考
回
路
で
あ
る
。

　

た
だ
そ
ん
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
か
ら
進
ん
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だ
分
野
で
あ
っ
た
が
、
食
事
に
困
っ
て
い
る
方

は
と
て
も
多
く
、
そ
し
て
深
刻
で
あ
っ
た
。
考

え
て
み
る
と
当
た
り
前
だ
が
、
人
は
歯
が
な
く

て
も
生
き
て
い
け
る
が
、
食
べ
な
い
と
死
ぬ
。

歯
科
は
〝
医
療
〟
で
あ
る
が
、
食
事
は
〝
生
活
〟

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
〝
こ
じ
ら
せ
た
ゆ
と

り
世
代
〟
は
、
い
つ
ま
で
も
〝
や
さ
ぐ
れ
て
〟

は
い
ら
れ
ず
、
よ
う
や
く
人
並
み
に
勉
強
し
始

め
た
の
だ
。

　

平
成
元
年
生
ま
れ
の
私
も
、
高
校
を
卒
業
し

て
15
年
、
歯
科
医
師
に
な
っ
て
10
年
目
、
現
在

妻
子
持
ち
の
33
歳
。
三
十
路
を
超
え
る
と
、『
ゆ

と
り
世
代
』
と
は
い
っ
て
い
ら
れ
な
い
。〝
生
活

を
支
え
る
歯
科
医
師
〟
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
微

力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
る
。
ご
興
味
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
連
絡
を
。

　

と
支
離
滅
裂
の
文
章
の
最
後
は
私
の
決
意
表

明
と
宣
伝
の
よ
う
な
形
と
な
っ
て
し
ま
い
大
変

恐
縮
で
は
あ
る
が
、
末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　富友会会誌の表紙になる富士山の写真をお持ちの方、
御提供下さい（縦長の構図で、初夏のものを希望します）。
来年５月までに富友会校内幹事までお寄せ下さい。

表紙写真を提供していただけませんか？
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運 動 部

【野球部】

春季静岡県大会 出場
夏季大会 ２回戦敗退
秋季大会　東部大会 ３回戦敗退
富士市スポーツ祭 準優勝
三村旗争奪野球大会 ３位

【サッカー部】

令和３年度静岡県高等学校新人大会
 県大会出場
令和３年度高校総体 県大会出場
第100回全国高校サッカー選手権大会
 １回戦敗退

【陸上競技部】

インターハイ　東海大会出場
　城戸　心羽　３年　800ｍ
　勝又心々菜　３年　400ｍH

インターハイ　県大会出場
　吉野　慎平　３年　走高跳
　深澤　康太　３年　800ｍ
　小泉　純也　３年　400mH
　城戸　心羽　３年　1500ｍ
　　　　　　　　　　800ｍ
　勝又心々菜　３年　400ｍH
　遠藤萌々花　３年　1500m
　　　　　　　　　　800m
　高三　優希　３年　400ｍ
　　　　　　　　　　200ｍ
　髙山　裕多　２年　1500ｍ
　芦澤　海音　２年　400ｍ
　川口　陽生　２年　走高跳
　山崎瑛里奈　２年　100mH
　４×100mR
　　　女子（ 朝日・高三・山崎・勝又）
　４×400mR
　　　女子（勝又・高三・佐野・城戸）
　　　男子（齋藤・小泉・阿部・深澤）
新人戦　東海大会出場
　丸山　裕久　２年　3000mSC
　髙木　帆花　２年　800m

風雲起り血は湧きて風雲起り血は湧きて

部活動の記録
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新人戦　県大会出場
　丸山　裕久　２年　3000mSC
　髙山　裕多　２年　1500m
　芦澤　海音　２年　400m
　川口　陽生　２年　走高跳
　篠根　大輔　２年　走高跳
　髙木　帆花　２年　400m
　　　　　　　　　　800m
　山崎瑛里奈　２年　100mH
　吉川　元基　１年　やり投
　４×100mR
　　男子（芦澤・髙山・佐野・鈴木）

【男子ハンドボール部】

高校総体　東部地区予選 ６位
高校総体　県大会 ２回戦進出
新人戦　東部地区予選 ３位
新人戦　県大会 ４位

【女子ハンドボール部】

県高校総体　東部予選 優勝
県高校総体 ３位
東海高校総体 出場
新人戦　東部予選 優勝
新人戦　県大会 準優勝

【男子ソフトテニス部】

第69回高校総体
　団体　　東部９位 県ベスト16
　個人　志岐・後藤ペア
　　　　　東部ベスト24 県大会出場
新人戦
　団体　　東部４位 県ベスト８
　個人　志岐・後藤ペア
　　　　　東部ベスト16 県大会出場
　　　　朝倉・浦部ペア
　　　　　東部ベスト32 県大会出場

【女子ソフトテニス部】

団体　静岡県高等学校総合体育大会
　　　　　東部10位 県大会出場
　　　静岡県高等学校新人体育大会
　　　　　東部10位 県大会出場
個人　静岡県高等学校総合体育大会
　　　　東部ベスト32　　齋藤・神尾ペア
　　　静岡県高等学校新人体育大会
　　　　東部ベスト32　　長坂・松永ペア

【男子バスケットボール部】

高校総体　東部地区予選
　予選リーグ １位通過
　決勝トーナメント ２回戦敗退
選手権大会 １回戦敗退

【柔道部】

個人
　静岡県東部高等学校総合体育大会
　　５位　米田　一陽 県大会出場
団体
　第６回静岡県春季東部地区高等学校柔道大会
　　５位 県大会出場

【剣道部】

静岡県高等学校総合体育大会剣道競技部地区大会
　男子団体の部 ３位　　　　　　
　女子団体の部 ４位　　　　　　
　男子個人の部 11位　渡邉　公嵩
富士地区剣道大会
　高校男子団体戦 ３位　　　　　　
新人戦東部地区大会
　男子団体 ５位　　　　　　
　男子個人 14位　渡邉　伊吹
　女子団体 ４位　　　　　　
　女子個人 11位　山賀　優心
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【水泳部】

静岡県東部中部地区高等学校選手権水泳競技大会
　50m自由形 ８位　　夏目　悠貴
 10位　　加藤　大寛
　100m自由形 ５位　　夏目　悠貴
 10位　　菅沼　香保
　200m自由形 ７位　　髙梨千帆里
　400m自由形 ８位　　髙梨千帆里
　200mバタフライ ３位　　髙田　真優
　100m背泳ぎ １位　　杉山　智哉
　200m背泳ぎ １位　　杉山　智哉
　100m平泳ぎ ８位　　加藤　大寛
　400m個人メドレー ７位　　髙田　真優
　男子400mフリーリレー
 ４位　　夏目・加藤・木内・杉山
　男子400mメドレーリレー
 ５位　　杉山・加藤・森本・木内
　女子400mフリーリレー
 ９位　　髙梨・青島・髙田・設楽
　女子400mメドレーリレー
 ８位　　髙梨・設楽・髙田・皆川
静岡県高等学校総合体育大会水泳競技
　100m背泳ぎ ４位　　杉山　智哉
　200m背泳ぎ ４位　　杉山　智哉
東海高等学校総合体育大会水泳競技
　100m背泳ぎ 出場　　杉山　智哉
　200m背泳ぎ 出場　　杉山　智哉
静岡県高等学校新人水泳競技大会
　50m自由形 ７位　　夏目　悠貴
　100mバタフライ ７位　　羽二生　絆

【男子バドミントン部】

高校総体東部予選
　〈男子シングルス〉　野村　優輝 ８位
　　　　　　　　　　朝日　隆仁 14位
　〈男子ダブルス〉　　野村・佐々木ペア ２位
　　　　　　　　　　小泉・朝日ペア 11位
　〈男子団体〉 ４位
高校総体県予選
　〈男子シングルス〉　野村　優輝 ベスト８

【卓球部】

県高校総体東部予選
　男子団体　　　　　６位
　女子団体　　　　　５位
　男子シングルス　　ベスト16 池田琳太郎
　女子シングルス　　４位 石井　那果
　　　　　　　　　　９位 藤田　姫叶
　　　　　　　　　　ベスト16 西浦　香穂
　　　　　　　　　　ベスト32 大村みのり
　男子ダブルス　　　
　　　　　ベスト24 池田琳太郎・木戸　　良
 飯塚　広人・岩城　皓大
　女子ダブルス
　　　　　ベスト12 石井　那果・西浦　香穂
　　　　　ベスト24 藤田　姫叶・前川　朋葉
　　以上県大会出場
県新人大会東部予選
　男子団体　　　　　５位
　女子団体　　　　　３位
　男子シングルス　　ベスト16 岩城　皓大
　　　　　　　　　　ベスト24 飯塚　広人
　女子シングルス　　ベスト８ 石井　那果
　　　　　　　　　　ベスト16 西浦　香穂
　　以上県大会出場

【山岳部】

県高校総体登山競技　男子　優勝
全国高等学校総合体育大会（福井県）
　登山大会　男子　優勝
　　　加藤　泰平　　　小川　大道
　　　鈴木　敬太　　　佐藤　健人
県高校総体登山競技　女子　２位
東海高等学校総合体育大会（三重県）
　登山大会　女子　２位
　　　鈴木　実祐　　　金森　由真
　　　榊間　春香　　　佐野　円花
静岡県竜爪山岳競技大会
　女子個人　１位　鈴木　実祐
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　〈男子ダブルス〉　　野村・佐々木ペア ４位
　〈男子団体〉 ベスト８
選手権大会東部予選
　〈一年男子シングルス〉　山本　泰壱 14位
新人戦東部予選
　〈二年男子シングルス〉　朝日　隆仁 ６位
　〈二年男子ダブルス〉　　朝日・石川ペア ６位
　〈男子団体〉 ４位
新人戦県予選
　〈男子団体〉 ベスト８

【女子バドミントン部】

高校総体　東部地区予選
　〈個人ダブルス〉
　　　　　　佐野・鬼塚　　ベスト16
選手権大会　東部地区予選
　〈一年初心者シングルス〉
 石川　侑奈　　５位　県大会出場
 野村　麻結　　６位　県大会出場
新人戦　東部地区予選
　〈一年シングルス〉
� 野村　麻結　　３位　県大会出場
　〈一年ダブルス〉
 石川・野村　　２位　県大会出場

文 化 部

【吹奏楽部】
第62回静岡県吹奏楽コンクール
　東部地区大会高等学校の部 金賞
第29回静岡県高等学校吹奏楽祭
 審査員特別賞
第55回静岡県管打楽器アンサンブルコンテスト
東部地区大会
　フルート五重奏 銀賞
　クラリネット六重奏 銀賞
　サクソフォン四重奏 銀賞
　打楽器六重奏 銀賞

【演劇部】

第61回富士・富士宮地区高校演劇合同発表会
　原　菜乃葉  作「徒然、草も生えず」
　優秀賞　ならびに　創作脚本賞
第45回静岡県高等学校演劇研究大会
　優秀賞　ならびに　創作脚本賞

【囲碁・将棋部】

令和３年度静岡県高等学校将棋県大会
　男子個人戦　　北　　大生 第３位
第32回静岡県高等学校将棋新人戦東部大会
　男子団体戦 第５位（県大会出場）
　男子個人戦　　北　　大生 優勝　
第32回静岡県高等学校将棋新人戦県大会
　男子個人戦　　北　　大生 第７位
令和３年度静岡県高校総合文化祭囲碁部門
東部大会
　男子個人戦　　鬼塚　寛士 優勝　
令和３年度静岡県総合文化祭囲碁部門県大会
　男子個人戦　　鬼塚　寛士 優勝　
令和３年度東海地区高等学校囲碁選手権大会
　男子個人戦　　鬼塚　寛士 第４位

【美術部】

第69回静岡県高等学校美術・工芸展
東部展
　特選絵画
　　「羽化」 １年　大川　侑希
　特選デザイン
　　「範囲外を動く動点Ｐ」 ２年　伊東璃々子
　入選絵画
　　「私の知らない思い出」 ２年　中島　陶子
　　「むこうがわ」 ２年　渡邉　亜実
　　「青春桜歌」 ２年　竹内　優花
　　「階段」 ２年　遠藤花乃子
　　「かける」 ２年　高杉　美結
　　「たゆたう」 ２年　石川絵里衣
　　「新世界」 １年　大津　歩果
　　「これが、恋 !?」 １年　富山　　李
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　　「星」 １年　図師　紘希
　　「海の月」 １年　木村　優那
令和４年度全国高等学校総合文化祭出品
　　「範囲外を動く動点P」 ２年　伊東璃々子

【百人一首部】

令和２年度静岡かるたリーグ優秀賞
　渡邊詞美、宮澤志帆、木村美月、吉澤龍平、　
　渡邉真衣、浦川千歌
第43回全国高等学校選手権大会静岡県予選
　富士高校 準優勝
第45回全国高等学校総合文化祭和歌山大会
　渡邊詞美が県代表として出場
第33回静岡県高等学校かるた選手権大会
　富士高校 優勝
第33回静岡県高等学校かるた新人大会
　富士高校Ａ 準優勝　
　富士高校Ｂ ６位
　富士高校Ｃ 12位
東海地区高等学校かるた大会
　（競技の部）富士高校 ３位
　（読誦の部）田口孔士郎 優秀読手

【写真部】

第39回静岡県高等学校写真コンクール
　奨励賞 11HR　前澤　愛香
令和３年度静岡県東部高等学校写真連盟
第１回コンクール
　一席 22HR　塩谷　和美
　特選 33HR　小長谷　咲
 35HR　金子　瑞姫
　入選 38HR　小泉彩香里
 23HR　星野　　愛
 23HR　前原　優大
 13HR　吉田　暁紀
令和３年度静岡県東部高等学校写真連盟
第２回コンクール
　三席 23HR　前原　優大
　入選 11HR　金子　果蓮
 11HR　前澤　愛香
 12HR　佐野亜結良

【書道部】

第66回新春書作展
　静岡県高等学校書道教育研究会理事長賞
 上野　百笑
第22回高校生国際美術展書の部
　奨励賞 長田　　萌
　佳作 小長谷菜穂
 高畠　美月
 佐野　沙那
令和３年度静岡県高等学校文化祭書道部門
　個人の部
　　特選（全国大会出品予定） 佐野　沙那
　　特選 宮川　晴海
　地区選抜の部
　　奨励賞 栗田　晶子
　　特別賞 𠮷村　有智

【華道部】

小川さや香　高等科皆伝取得
田嶋　麻菜　中等科中伝取得
鈴木　晴菜　中等科中伝取得
深澤　美加　中等科中伝取得
後藤　果乃　中等科中伝取得
時田　笑子　中等科中伝取得
伊藤なつこ　初等科初伝取得

【新聞部】

第45回全国高等学校総合文化祭出場
第25回全国高校新聞年間紙面審査賞 優良賞校
静岡県高校新聞コンクール 優秀賞
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　共通テスト２年目となった今年度入試も終わりまし
た。２年目で難化するとの見方もあった共通テストは
実際に難化する結果となりました。平均点は「数学Ⅰ・
Ａ」をはじめとして７科目が、センター試験を通じて過
去最低点となりました。かねてから言われていました
が、出題の特徴については、全体的に授業での学習プロ
セスや日常生活の場面を題材にした問題や、複数の資
料・図等から情報を読み取って考察する力を重視する
問題が目立ち、問題文の読解に時間がかかる傾向が顕
著にみられました。全国の受験生が苦戦を強いられ、前
年度より軒並み全体平均を下げる中、本校の下げ幅は
県下で最も小さく、富士高生は頑張りを見せました。２
学期当初、「第一志望校を安易に諦めることなく、最後
まで諦めずに取り組んでいこう」「全員で頑張るという
雰囲気作りをしよう」と、生徒達に訴えました。放課後
補講への取り組みや難関大模試への挑戦等、生徒達は
主体的に学習してくれました。11月の初旬には、志望
校が同じ生徒達を個々に集めて、諦めず努力を続ける
よう激励するとともに、敢えて他者に志望を知らせる
ことで仲間意識を持たせ、互いに切磋琢磨していこう
という雰囲気作りをしました。大いに刺激を受けたよ
うに見えましたし、力強い目つきに安堵したことを覚
えています。更に、直前補講、英語や地歴の添削をはじ
め、各々が計画した学習に意欲的に取り組み、着実に実
力を伸ばしました。全ての生徒が納得のいく結果に繋
げられたわけではありませんでしたが、生徒達はよく
健闘しました。結果にかかわらず、自身と真摯に向き合
い必死に学習した経験は、今後の生徒達の大きな財産
になるものと確信しています。あわせて保護者の皆様
の御理解と御協力にも、この場をお借りして改めて感
謝申し上げます。
　この学年は、入学以来新しい事に取り組んできまし
た。総合探究の時間は「心見考」と名付けられ、【思考力】

【判断力】【課題解決能力】【表現力】を磨いてきました。
答えのない問いに対して自身で考え、考えたことを周
囲に伝え、他者と協働しながら自身の考えを深めてい
く。手探りの状態でスタートし、教育と探究社を始め、
様々な業者や専門家の意見を伺いながら試行錯誤を繰
り返しました。ただ教えられるだけの生徒から、自ら学
びを創り出し深めていく生徒へと変わって行かなけれ
ばいけない。多種多様な課題への取り組みで身に付け
た力が、受験の際に大いに役立つものと信じて３年間
取り組んできました。３年次に、20年後の自身の姿に

ついて堂々と語る姿を目の当たりにした時、心見考の
成果を感じました。心見考での取り組みをきっかけに
して、授業や家庭学習においても目標設定し、結果に至
るまでのプロセスを自身で組み立てられるようになる
こと、物事の本質を考え主体的に学習することを目指
しました。自身の課題を明確にし、計画的に取り組む力
を身につけてくれたと思います。
　改めて、「何の為に大学へ行くのか」について考えて
みた。大学に入ることが目的ではありません。大学でど
のような術を身につけ、どのような人生を歩むのかを
考え尽くすことが大切です。知識が豊富であることは
言うまでもないことですが、物事を突き詰めて深く考
え、その知識を活かして「自分ならこうする」という自
分の考えを持つことが重要だと思います。勉強した学
問を生かしてどのように社会に貢献していくのか。
　学びは大学生活だけでは終わらない。社会の激しい
変化に対応するためには、生涯学び続けなければなり
ません。校歌の歌詞「国家有為の材たるべし」のような
存在を目指し、日々成長していかなければならないと
思います。
　高校生活を振り返ってみると、新型コロナウィルス
の影響で教育活動に支障が出る中、様々な場面で我慢
を強いられました。しかし、学校や生徒達の努力とたく
さんの人々の協力によっていくつかの困難を乗り越え
てきました。これからも、先行き不透明な時代だからこ
そ、何を考えてどう行動するかということに真剣に向
き合わなければなりません。
　卒業式で胸を張って式場をあとにする姿や、教職員
に丁寧にお礼を述べている様子を見て頼もしく思いま
した。新時代の人材像として思考力や創造力が重視さ
れ、より主体的で深い学びが求められていくことは確
かです。卒業にあたり、私は生徒達にこんな言葉を送り
ました。
　「やらない言い訳より、知恵を出して行動しよう。社
会の激しい変化に対応するため、生涯学び続けよう」
　私自身もこの３年間を謙虚に反省しつつ、新たな年
度を生徒達とともに歩んでゆこうと思います。向上心
を忘れず、学び続けようと思います。
　末筆となりましたが、すべての皆様が平穏で幸せな
日常を取り戻すとともに、卒業生諸君の更なる活躍
と、自立した「成人」となることを心から祈念します。

 2021年度　第３学年部主任　松本　晶則

学び続けよう−2022年度入試を振り返る−

現　　　役 既　卒　者 現・既　計 計
大学種別コード 本年度 （昨年度） 本年度 （昨年度） 本年度 （昨年度） 本年度 （昨年度）

国 立 大 学 153 （145） 8 （9） 161 （154）
215 （196）

公 立 大 学 53 （39） 1 （3） 54 （42）
私 立 大 学 1,110 （951） 30 （31） 1,140 （982） 1,140 （982）
国 公 立 短 期 大 学 3 （3） 0 （0） 3 （3）

5 （7）
私 立 短 期 大 学 2 （4） 0 （0） 2 （4）
文 科 省 所 管 外 大 学 4 （5） 0 （1） 4 （6） 4 （6）
各種学校・専修学校 4 （2） 0 （0） 4 （2） 4 （2）

総　　計 1,329 （1,149） 39 （44） 1,368 （1,193） 1,368 （1,193）

	 合格者数一覧	
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入試年度
R4年度 R3年度 R2年度

大学別 現 既 現 既 現 既

成 城 12 9 7 3
専 修 55 23 14 1
創 価 1 7
大 正 4
大 東 文 化 6 5 9 1
拓 殖 3
玉 川 2 1 1
中 央 36 3 29 35 5
津 田 塾 6 3 6 1
帝 京 4 3 4 1
東 海 27 31 19 1
東 京 家 政 2 1 1
東 京 経 済 1 2 2 1
東 京 工 科 5 9 11
東 京 慈 恵 医 1 1
東 京 女 子 6 10 2
東 京 女 子 医 1
東 京 造 形 1 1
東 京 電 機 6 1 9 8 2
東 京 農 業 25 16 28
東 京 薬 科 2 6 3 1
東 京 理 科 21 4 23 5 15 9
東 邦 2 10 3
東 洋 50 28 24
二 松 学 舎 1
日 本 28 3 16 1 36 5
日 本 歯 科 2
日 本 社 会 事 業 1
日 本 獣 医 生 命 2
日 本 女 子 12 1 10 10
日 本 体 育 2 2
法 政 59 1 26 30 6
星 薬 2 2 1
武 蔵 1 2 1
東 京 都 市 6 10 5 2
武 蔵 野 音 1
武 蔵 野 8 9 1 11 1
明 治 53 2 27 31 5
明 治 学 院 16 10 3 2
明 治 薬 科 4 2 1 1
明 星 3 1 1
立 教 14 2 11 18 3
立 正 2
早 稲 田 14 12 4 7 4
学 習 院 女 子 1 1
麻 布 3
神 奈 川 17 17 36 1
神 奈 川 工 科 1 7 9
鎌 倉 女 子 1 2 6
関 東 学 院 9 6 11 4
相 模 女 子 1
産 業 能 率 1
湘 南 工 科 3
昭 和 音 1
桐 蔭 横 浜 1
東 京 工 芸 3

入試年度
R4年度 R3年度 R2年度

大学別 現 既 現 既 現 既

フ ェ リ ス 女 子 2 1 2
横 浜 商 科 1
横 浜 薬 科 3 2 2
横 浜 美 1
金 沢 工 業 1 3 9
北 陸 1
帝 京 科 学 1
健 康 科 学 1
岐 阜 女 子 1
岐 阜 聖 徳 学 園 5 2
岐 阜 医 療 科 学 4
静 岡 産 業 2 1
静 岡 理 工 科 3 6
聖 隷 ク リ ス ト 3 7 1
常 葉 144 152 1 104 1
静 岡 英 和 学 院 1 4
静 岡 福 祉 1 2
愛 知 2 3
愛 知 学 院 2 2
愛 知 工 業 1 1
愛 知 淑 徳 2
愛 知 み ず ほ 1
金 城 学 院 2 1 3
中 京 8 15 5
中 部 5 3 6
東 海 学 園 2
豊 田 工 業 1 2
名 古 屋 外 語 1 1 20
名 古 屋 学 院 1
名 古 屋 経 済 1
名 古 屋 女 子 1 1 1
南 山 8 1 2
日 本 福 祉 1 1 2
藤 田 医 6
名 城 18 11 16
豊 橋 創 造 1
愛 知 工 科 1
人 間 環 境 1 1
愛 知 東 邦 1
名 古 屋 学 芸 1 4
皇 学 館 1
鈴 鹿 医 療 科 学 4
京 都 外 語 1 2 5
京 都 先 端 科 学 1
京 都 産 業 1 5
京 都 女 子 13 5 3
京 都 精 華 1
京 都 橘 4
京 都 薬 科 1
同 志 社 18 15 2 5 4
同 志 社 女 子 7 1
立 命 館 47 1 20 2 28 7
龍 谷 5 6 4
大 阪 医 薬 2
大 阪 芸 術 1
大 阪 工 業 1 2 1

入試年度
R4年度 R3年度 R2年度

大学別 現 既 現 既 現 既

関 西 11 1 7 5 2
関 西 外 国 語 3 2
近 畿 17 2 15 24 2
摂 南 1
桃 山 学 院 1
関 西 学 院 6 1 10 3 1
甲 南 1
甲 南 女 子 1
神 戸 芸 術 工 科 2
神 戸 女 子 3 2
神 戸 松 蔭 女 子 1
武 庫 川 女 子 1
神 戸 常 盤 1
奈 良 1 3
吉 備 国 際 2
広 島 工 1 2
安 田 女 子 1
松 山 1

〈私立大学合計〉1109 31 952 31 879 103

【短大・準大・専修】
防衛医科大学校 1 1 1
国立看護大学校 1
職業能開大学校 2
防 衛 大 学 校 3 1 4
川崎市立看護短 1
静岡県大短大部 3 1
三 重 短 1
帝 京 短 1
東 京 歯 大 短 1
目 白 大 短 大 部 1
神奈川歯大短大 1
鶴 見 大 短 大 部 1
山 梨 学 院 短 1
常 葉 大 短 大 部 1 2
浜松学院大短大 1
静 岡 医 科 専 門 1
沼津情報ビジネス専門 1
京都芸術デザイン専門 1
東 京 動 物 専 門 1

〈短大等合計〉 10 0 14 0 10 0

現・既別
現・既別

現・既別
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大学別合格者数（延数）
入試年度

R4年度 R3年度 R2年度

大学別 現 既 現 既 現 既

【国　立　大　学】
室 蘭 工 1
旭 川 医 科 1
帯 広 畜 産 1 1
北 海 道 4 3 1 5 1
北 教 大 釧 路 校 2
東 北 11 1 7 2 6
宮 城 教 育 1
秋 田 2 1
山 形 1
福 島 1
茨 城 2 1
筑 波 2 1 6 1 4
宇 都 宮 1 2
群 馬 2
埼 玉 3 2
千 葉 11 10 5
東 京 海 洋 1 1
お 茶 の 水 女 子 1 1 5
電 気 通 信 1 4 2
東 京 1 3 1 1
東 京 医 歯 1
東 京 外 語 1 3
東 京 学 芸 6 5
東 京 藝 術 1
東 京 工 業 1 2 1 1
東 京 農 工 2 1 6 1
一 橋 3 1
横 浜 国 立 4 3 4 4
上 越 教 育 1
新 潟 2 3
富 山 2 3
金 沢 1 4
福 井 3
山 梨 4 1 10 8
信 州 7 7 5
静 岡 35 1 45 2 37
浜 松 医 科 3 3 6 1
愛 知 教 育 3 1 1
豊 橋 技 術 科 学 1
名 古 屋 8 4 11 1
名 古 屋 工 業 1 1
三 重 2 1
滋 賀 1 1 1
京 都 4 3 1 4 1
京 都 教 育 1 1 1
京 都 工 芸 繊 維 1 2
大 阪 3 4 3 1
大 阪 教 育 1
神 戸 3 2 3
兵 庫 教 育 1

入試年度
R4年度 R3年度 R2年度

大学別 現 既 現 既 現 既

奈 良 女 子 3 1
島 根 1 1
広 島 4 1 4 1
山 口 4 1 1
徳 島 1 1 1
香 川 1
高 知 1
九 州 2 2 1
大 分 1
宮 崎 1 1
鹿 児 島 1
琉 球 1

〈国立大学合計〉153 8 145 9 161 12

【公　立　大　学】
秋 田 県 立 1 1 1
山 形 保 健 医 療 1
会 津 1
福 島 県 立 医 1
茨 城 県 立 医 療 1
前 橋 工 科 1 1 1
高 崎 経 2 2 1
埼 玉 県 立 1 1 1
千 葉 保 健 医 療 1
東 京 都 立 3 4 3 1
神 奈 川 保 福 1
横 浜 市 立 9 5 1
富 山 県 立 1
石 川 県 立 2
福 井 県 立 2
山 梨 県 立 1 2 3
長 野 県 立 1
長 野 県 看 護 1
諏 訪 東 京 理 科 1 1
岐 阜 薬 1
静 岡 文 化 芸 3 2 2
静 岡 県 立 19 1 13 1 19
愛 知 県 立 1
名 古 屋 市 立 1 1
大 阪 府 立 2 2
兵 庫 県 立 1
神 戸 市 外 語 1
芸 術 文 観 光 職 1
和 歌 山 県 立 医 1 1
島 根 県 立 2
岡 山 県 立 1
尾 道 市 立 1
県 立 広 島 1
広 島 市 立 1
山 口 東 京 理 科 1
〈公立大学合計〉 53 1 39 3 41 4

入試年度
R4年度 R3年度 R2年度

大学別 現 既 現 既 現 既

【私　立　大　学】
酪 農 学 園 1 1
東 北 福 祉 2
東 北 医 薬 1 1 1 1
つ く ば 国 際 1 3
足 利 1
国 際 医 療 福 祉 4 3 1 1
自 治 医 大 1 1
獨 協 医 1
群 馬 パ ー ス 1
跡 見 学 園 女 子 1 2
埼 玉 工 業 1 1 1
城 西 1
獨 協 7 6 3
文 教 8 8 5 7
明 海 4 1
平 成 国 際 1
東 都 2 1
神 田 外 語 6 1
千 葉 工 業 16 1 14 7
中 央 学 院 1 1
帝 京 平 成 1 1 1
東 京 歯 科 1
東 京 情 報 1
千 葉 科 学 1
青 山 学 院 17 12 12
亜 細 亜 2 1 1
桜 美 林 2 3 5
大 妻 女 子 2 4
学 習 院 6 7 1 1
北 里 20 1 10 12 2
共 立 女 子 4 3 2
杏 林 3 5 1 3 1
国 立 音 1
慶 應 5 4 1 5 5
恵 泉 女 学 園 1
工 学 院 10 11 8
国 学 院 15 4 5
国 士 舘 2
駒 澤 25 15 18
駒 沢 女 子 2 1 6
実 践 女 子 6 2 1
芝 浦 工 業 27 1 43 25 3
順 天 堂 11 1 22 15 1
上 智 4 4 2 2
昭 和 2 2 3 1
昭 和 女 子 5 3 2 2
昭 和 薬 3
女 子 栄 養 1
女 子 美 術 4
成 蹊 12 9 2 1

現・既別
現・既別

現・既別
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最近３年間の卒業生の合格状況
１．合格状況の分析
（１）国公立大学
　国公立大学の一般選抜の志願者数は、42万8,657人
と前年から約3,200人増加、募集人員に対する志願倍率
は前年同様の4.3倍となった。国公立入試の中心となる
前期入試の志願者数はおおむね前年並みとなった。18
歳人口は前年から２万人減少したが、国公立大学をめ
ざす受験生は大きく減らず、堅調に志願者を集めた。
センター試験を例にとると、平均点が大きく下がった
年は国公立大学の出願を諦める受験生が増え、特に募
集人員が少なく難易度が高くなりがちな後期日程でそ
の影響が顕著だったが、本年度は共通テストの平均点
が大幅ダウンとなった状況の中でも前向きに出願した
受験生が多かった様子が伺われる。
　2022年度入試における本校の国公立大学現役合格者
数は206人（総合選抜・学校推薦型含む）であった。
共通テストの平均点が大幅ダウンし、コロナ禍での不
安に揺れた昨年に続き、志望動向の読みづらい入試と
なった。合格した生徒の多くは、最後まで諦めずに直
前補講や個別指導をしっかりと受け、真摯に勉強に向
かっていた。その結果、後期試験でも旧帝大の北海道
大学や九州大学、千葉大、名工大、電通大など17名の
生徒が合格を勝ち取った。また英検定を利用し、合格
した生徒も多数いた。

難関国公立大学の結果　（　）内は昨年度人数
東京１名（３）　京都４名（３）　医学部医学科４名（４）
東京工業１名（２）　大阪３名（４）　東北11名（７）
名古屋８名（４）　北海道４名（３）　九州２名（２）

（２）私立大学
　昨年度の志願者数が延べ数で50万人以上、14％も減
少した反動か、志願者数の前年比は103％増、志願者
数合計が10万人超えの大学も昨年より増えた。入試方
式別に見ると一般方式が104％であるのに対して、共
通テスト利用方式は101％であった。これには共通テ
ストの平均点が低得点となったことが影響していると
考えられる。一方、本校では共通テスト利用で合格を
勝ち取った生徒も多数を占めた。この結果は、本校生
徒が全国平均が大きく下がった中でも大きく点数を下
げることなく、確かな力を身に付けていることの表れ
であり、最後まで５教科７科目を学び続けることの重
要性を改めて認識するものであった。

難関私立大学結果　（　）内は昨年度人数
早稲田14名（12）　慶應義塾５名（４）　上智４名（４）
東京理科21名（23）　立教14名（11）　明治53名（27）
同志社18名（16）　立命館47名（20）

２．校種別合格者延数

入試年度

国　立　大 公　立　大 私　立　大 短大・準大・各種 合　　　計
現役 既卒者 現役 既卒者 現役 既卒者 現役 既卒者 現役 既卒者

令和４年度 153 8 53 1 1,110 30 13 0 1,329 39
令和３年度 145 0 0 0 951 31 14 0 1,110 31
令和２年度 161 12 41 3 880 103 10 0 1,092 118

校種
現・既別

校種

農　水　産 家　　　政 そ　の　他 合　　　計
R4 R3 R2 R4 R3 R2 R4 R3 R2 R4 R3 R2

国　　立 8 8 14 3 0 4 5 10 0 153 145 128
公　　立 1 2 1 0 0 4 6 2 1 53 39 42
私　　立 30 20 87 49 20 15 46 59 10 1,109 951 763
国公私立短 0 0 0 1 1 0 0 0 0 5 7 5
準大・各種 0 0 0 0 0 4 0 0 1 3 5 9
合　　計 39 30 102 53 21 27 57 71 12 1,323 1,147 947

系統
入試年度

３．校種別・系統別による現役合格者延数

校種

人　　　文 法・経・商・社会 理　　　工 医歯薬医療 教　　　育
R4 R3 R2 R4 R3 R2 R4 R3 R2 R4 R3 R2 R4 R3 R2

国　　立 12 12 19 30 13 22 59 71 61 12 13 20 24 18 21
公　　立 4 4 7 16 10 11 9 8 4 17 13 13 0 0 0
私　　立 176 164 196 369 193 180 281 307 222 111 131 110 47 57 60
国公私立短 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 6 0 1 0 0
準大・各種 0 1 0 0 0 1 2 2 3 1 2 1 0 0 0
合　　計 192 181 222 416 216 214 351 388 290 143 165 144 72 75 81

系統
入試年度



─ 27 ─

静岡県立富士高等学校・旧制富士中学校卒業生

人材の情報提供のお願い
　本校の卒業生も30,000余名を数え、多くの方々が各界で活躍されています。本校同窓の方々による

母校のためへの有形無形の御協力に対して、心より感謝申し上げます。在校生にとっては、諸先輩方

の活躍ぶりを見聞きすることで、母校愛を深めるとともに進路選択にも大きな目標となっています。

　現在本校では、卒業生やPTAの方々を講師に迎え、「進路講話」を実施しています。また、大学訪

問や進学相談等でも諸先輩方の話を伺うこともあります。これらの機会は生徒にとってたいへん貴重

なことで、進路決定にたいへん役立っています。そこで、今後も進路指導や教科指導さらにPTA活動

などで御協力いただきたく、各界で御活躍されている本校卒業生の方々のデータベース化を進めたい

と思います。つきましては、下表のような形式でファックス・郵送などにて情報を寄せていただけれ

ば幸いです。

　また、お寄せいただいたデータにつきましては、①富士高生に対する講話等の依頼以外には利用い

たしません。②講演等を依頼する場合には、学校が責任を持って改めて御本人に了解を取ります。

（富士高校進路課）

　　　　項　目　　　　　　　　内　　　　　　容

　　　　　１　　　　大学・諸機関で教育・研究職にいる方

　　　　　２　　　　上場企業等の経営者など

　　　　　３　　　　文化活動・執筆・芸能界・スポーツ等で活躍の方

　　　　　４　　　　国・地方自治体で活躍の方

　　　　　５　　　　その他

　　注意事項：本校卒業と公表されてもよい方を御紹介ください。

　　　　　　　自薦他薦を問いません。

　　　　　　　情報を提供してくださる方の連絡先もお知らせください。

郵送の場合　〒416-0903　富士市松本17　富士高校　進路課（奥村）宛

FAXの場合　0545-64-7349　富士高校　進路課（奥村）宛

該当者氏名 本校卒業年次 活　動　内　容 連絡先など
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毎
年
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
富
友
会
・
ク
ラ
ブ
後

援
会
賛
助
金
は
、
昨
年
度
一
、〇
七
八
件
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

賛
助
金
は
お
気
持
ち
で
す
の
で
、
お
い
く
ら
で
も

（
一
口
に
満
た
な
い
一
、〇
〇
〇
円
、
二
、〇
〇
〇
円
で

も
）構
い
ま
せ
ん
。な
お
、金
額
を
変
更
す
る
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
郵
便
局
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
富
友
会
の
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
下
さ
い

　

振
り
込
め
詐
欺
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
数
年
報

告
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
相
変
わ
ら
ず
県
内
の

高
校
で
名
簿
を
悪
用
し
た
と
思
わ
れ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。「
携
帯
電
話
が
壊
れ
た
」
な
ど
と
い
う

電
話
は
詐
欺
と
思
い
、
警
察
に
通
報
し
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

富
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

富
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
富
士
高

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
富
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。是
非
ご
覧
下
さ
い
。各
支
部
・

各
年
次
の
活
動
等
の
紹
介
・
情
報
発
信
、
同
窓
会
開

催
時
の
掲
載
も
で
き
ま
す
。
積
極
的
に
ご
活
用
下
さ

い
。
ま
た
、
一
口
五
、〇
〇
〇
円
で
、
バ
ナ
ー
広
告

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
　
富
友
会
会
務
報
告

令
和
３
年

	

４
月
９
日（
金
）	
1
0
0
周
年
第
２
回
正
副
専
門
部
会

長
会

	
	

富
士
高
校
視
聴
覚
室

	
	

各
部
署
か
ら
の
経
過
確
認
・
報
告
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

	

４
月
14
日（
水
）	

1
0
0
周
年
記
念
事
業
第
2
回
実
行

委
員
会

	
	

富
士
高
校
応
接
室

	
	

経
過
確
認
・
報
告
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

	

４
月
26
日（
月
）	

富
友
会
第
1
回
役
員
会

	
	

富
士
高
校
小
会
議
室

	
	

総
会
に
つ
い
て

	
	

…
…
富
士
交
流
プ
ラ
ザ
で

	
	

　
　

 

10
月
16
日（
土
）　

懇
親
会
無
し

	
	

1
0
0
周
年
こ
こ
ま
で
の
経
過
説
明

	

５
月
６
日（
木
）	

第
1
回
常
任
幹
事
会

	
	

富
士
高
校
視
聴
覚
室

	
	

総
会
に
つ
い
て

	
	

会
計
報
告
等
、1
0
0
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て

	

５
月
14
日（
金
）	

1
0
0
周
年
第
３
回
正
副
専
門
部
会

長
会

	
	

富
士
高
校
視
聴
覚
室

	
	

各
部
会
長
か
ら
報
告

	
	

募
金
活
動
の
方
針
に
つ
い
て

	

6
月
23
日（
水
）	

1
0
0
周
年
第
４
回
正
副
専
門
部
会

長
会

	
	

富
士
高
校
視
聴
覚
室

	
	

各
部
会
長
か
ら
説
明

　
事
務
局
よ
り

　
事
務
局
よ
り
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寄
付
金
に
つ
い
て　

趣
意
書
内
容

検
討

	

7
月
19
日（
月
）	

部
活
動
奨
励
金
授
与
式

	
	

富
士
高
校
小
会
議
室

	
	

山
岳
部（
男
子
）、
百
人
一
首
部
、

	
	

新
聞
部
、
写
真
部
、
書
道
部

	
	

定
時
制
：
柔
道
部
、
陸
上
部

	

9
月
24
日（
金
）	

1
0
0
周
年
記
念
事
業
第
３
回
実
行

委
員
会

	
	

富
士
高
校
視
聴
覚
室
＋
オ
ン
ラ
イ
ン

	
	

各
部
会
長
か
ら
説
明

	
	

1
0
0
周
年
記
念
講
演
に
つ
い
て

	
	

　

…
…
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

	

10
月
16
日（
土
）	

富
友
会
総
会

	
	

富
士
交
流
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

	
	

会
務
・
会
計
報
告
、
事
業
計
画
等

	
	

担
当
：
高
校
32
回

	
	

1
0
0
周
年
記
念
事
業
プ
レ
イ
ベ

ン
ト

	
	

　

記
念
ソ
ン
グ
披
露　

結
花
乃

	
	

　

記
念
講
演　

東
京
家
政
学
院
大
学

	
	

　
　

特
別
招
聘
教
授

	

野
村
浩
子（
32
回
生
）

	

12
月
20
日（
月
）	

1
0
0
周
年
第
5
回
正
副
専
門
部
会

長
会

	
	

富
士
高
校
特
本
４
Ａ
教
室

	
	

各
部
会
進
捗
状
況
説
明

令
和
４
年

	

２
月
28
日（
月
）	

富
友
会
入
会
式

	
	

富
士
高
校
体
育
館

	
	

入
会
の
言
葉
：

	
	

　

学
年
幹
事
長　
　

藤
安
美
空

	
	

記
念
品
贈
呈

	
	

　

学
年
副
幹
事
長　

牛
苧
武
士

	
	

舩
村
会
長
他
役
員
９
人
出
席

	
	

富
友
会
奨
学
金
授
与
式

	
	

富
士
高
校
小
会
議
室

	
	

　

奨
学
生
：
全
日
制
６
人
、

	
	

　
　
　
　
　

定
時
制
４
人

	
	

　

舩
村
会
長
出
席

	

3
月
29
日（
火
）	

1
0
0
周
年
第
4
回
実
行
委
員
会
兼

第
６
回
正
副
専
門
部
会
長
会

	
	

富
士
高
校
視
聴
覚
室

	
	

各
部
会
進
捗
状
況
説
明

事
務
局
だ
よ
り

〇 

卒
業
年
次
毎
の
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
を
印
刷
し
ま
す
。

同
窓
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
下
さ
い
。
料
金
は

一
、五
〇
〇
円
で
す
。
ま
た
、八
十
周
年
記
念
の「
校

歌
・
応
援
歌
」
の
C
D
を
五
〇
〇
円
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
は
サ
ラ
ト
に
、
C
D
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

〇 

校
内
幹
事
の
異
動
に
つ
い
て

　

こ
の
春
の
校
内
幹
事
の
異
動
は
次
の
通
り
で
す
。

転
出

　

数
学　

青
木　

正
明　
　

星
陵
高
等
学
校

　

体
育　

久
保
田
達
也　
　

富
士
宮
東
高
等
学
校

　

理
科　

鳥
居　

利
美　
　

富
士
宮
北
高
等
学
校

　

社
会　

根
岸　
　

淳　
　

富
岳
館
高
等
学
校

転
入

　

理
科　

木
内　
　

亮

　

英
語　

新
村　

雅
子

　

社
会　

加
藤
佑
太
朗

　

校
内
幹
事
は
、
現
在
19
名
で
す
。
校
内
事
務
の

取
り
ま
と
め
は
青
木
照
明
（
34
回
）
が
行
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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科　　目 金　　額 備　　考
Ⅰ　事業活動収支の部
１　事業活動収入 ①入会金収入 1,656,500 全日制 ¥5,000×325名　定時制 ¥1,500×21名

②賛助金収入 3,360,106 会報発行協力金
③名簿売上収入 6,000
④バナー広告料 2,809
⑤各種代金収入 1,000 CD代×2枚
⑥雑収入 128 定期・普通預金利息、３年生学年会計残金、寄付

事業活動収入計 5,026,543
２　事業活動支出 ①富友会奨学金支出 420,000 全日制 ¥50,000×６名　定時制 ¥30,000×４名

②部活動奨励金支出 200,000 団体10万円×１   個人１万円×５   定時制５万円
③記念品代支出 260,000 卒業証書ファイル
④総会助成金支出 0
⑤会議費支出 51,703 幹事学年運営補助金 ¥50,000＋お茶代 ¥1,703
⑥通信費支出 18,100 切手・郵送代
⑦会誌印刷代支出 3,360,106
⑧会誌発行作業経費 0
⑨慶弔費支出 46,600
⑩広告宣伝費 242,000 H.P.管理費
⑪教員餞別支出 102,000
⑫寄付金 0
⑬雑費支出 194,992 卒業アルバム、マフラータオル ¥850×200＋税 ¥17,000
⑭100周年雑費 0

事業活動支出計 4,895,501
事業活動収支差額 131,042
Ⅱ　投資活動収支の部 １投資活動収入 0

２投資活動支出 0
投資活動収支差額 0
Ⅲ　財務活動収支の部 １財務活動収入 899

２財務活動支出 1,100
財務活動収支差額 ▲ 201
当期収支差額 131,042
前期繰越収支差額 2,835,205
次期繰越収支差額 2,966,046

令和３年度　富友会　収支会計報告
一、収支計算書（令和３年４月１日～令和４年３月31日）� （単位　円）

令和３年度　富友会寄付年次別一覧　（令和４年４月19日現在、単位：千円）

総件数　1,092件　　　合計　2,405,000円

年次（中学） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
⑤

18
④ 19 20 21

寄　付 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 8 0 2 4

年次（高校） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

寄　付 6 24 12 32 56 36 60.5 40 45 95 64 84 66 54 58 63 50 39 73 78 72 46 42 56 49 44

年次（高校） 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

寄　付 34 14 52 45 75 50 32 40 20 30 38 14 24 12 30 22 22 22 14 6 12 10 6 10 14 12

年次（高校） 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 定 合計

寄　付 8 6 10 6 11 12 15 6 2 6 8 10 12 23 20 14 29 12 24 33.5 40 0 75 2,405,000

科　　目 前期末残高 当期末残高
普通預金 2,835,205 2,966,046 
未収入金 0 0 
合計 2,835,205 2,966,046 
次期繰越収支差額 2,835,205 2,966,046 

収支計算書に対する注記
１　資金の範囲　　 資金には、普通預金の他に未収入金を含めております。なお前期末及び当期末残高は、下記２に記載

するとおりであります。
２　次期繰越収支差額の内訳 （単位　円）
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二、正味財産増減計算書（令和３年４月１日～令和４年３月31日）　� （単位　円）

当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１　経常増減の部
　　（１）経常収益　 ①入会金 1,656,500 1,628,500 28,000

②賛助金 3,360,106 2,400,000 960,106
③名簿売上収益 6,000 877,000 ▲ 871,000
④バナー広告料 2,809 56,000 ▲ 53,191
⑤各種代金収入 1,000 1,500 ▲ 500
⑥雑収入 128 71 57

　　経常収益計 5,026,543 2,563,044 2,463,499
　　（２）経常費用 ①富友会奨学金 420,000 420,000 0

②部活動奨励金 200,000 0 200,000
③記念品代 260,000 261,760 ▲ 1,760
④総会助成金 0 0 0
⑤会議費 51,703 50,987 716
⑥通信費 18,100 11,798 6,302
⑦会誌印刷代 3,360,106 1,068,226 2,291,880
⑧会誌発行作業経費 0 2,400,000 ▲ 2,400,000
⑨慶弔費 46,600 87,500 ▲ 40,900
⑩広告宣伝費 242,000 264,000 ▲ 22,000
⑪教員餞別 102,000 98,000 4,000
⑫寄付金 0 0 0
⑬雑費 194,992 8,787 186,205
⑭100周年雑費 0 145,871 ▲ 145,871

　　経常費用計 4,895,501 4,853,731 41,770
当期経常増減額 131,042 ▲ 2,290,687 2,421,729
２　経常外増減の部
　　（１）経常外収益 899 0 899
　　（２）経常外費用 （1,100） 0 ▲ 1,100
当期一般正味財産増減額 130,841 ▲ 145,229 276,070
一般正味財産期首残高 14,519,421 14,664,650 ▲ 145,229
一般正味財産期末残高 14,650,262 14,519,421 130,841
Ⅱ　指定正味財産 該当ありません
Ⅲ　正味財産期末残高 14,650,262 14,519,421 130,841

四、令和３年度財産目録　　令和４年３月31日現在� （単位　円）
項　　目 金　　額

① 普通預金

静岡銀行　　　　　富士支店　no.0270280 110,516 
スルガ銀行　　　　富士支店　no.255−038 28,964 
清水銀行　　　　　富士支店　no.2340097 211,116 
しずおか焼津信用金庫　吉原支店　no.0604563 2,615,450 

合　計 2,966,046 
② 未収入金 ㈱サラトより未収入金 0

③ 定期預金（基金）

静岡銀行　　　　　富士支店　no.0089320 8,777,197 
スルガ銀行　　　　富士支店　no.9728795　　　解約 0 
清水銀行　　　　　富士支店　no.2340097002　解約 0 

合　計 8,777,197 
①＋②＋③　総　合　計 11,743,243 

上記の通り報告いたします 令和４年４月１日　　会計幹事　  近藤　　健

三、令和３年度貸借対照表　令和４年３月31日現在� （単位　円）
資産の部 　金　　額 正味財産の部 　金　　額

（流動資産）
・普通預金 2,966,046 １　指定正味財産 0 
・未収入金 0 ２　一般正味財産 11,743,243 
・定期預金 8,777,197 

資産の部合計 11,743,243 正味財産の部合計 11,743,243 

　監　査　報　告　書　

１　 私は、静岡県立富士高等学校「富友会」の令和３年
４月１日から令和４年３月31日に至る会計年度の決算
報告について、次の事項を監査した。

　　　（イ）すべての財源及び使途 
　　　（ロ）年度末の経理状況が適正に表示されているか
２　 この監査にあたって、私は、通常実施すべき監査手続

きを実施した。

３　 監査の結果、静岡県立富士高等学校「富友会」の会計
処理は適正で、富友会会則に従って処理されており、
また、令和３年４月１日から令和４年３月31日に至
る会計年度の決算報告書は「すべての財源及び使途」
及び「年度末の経理の状況」を適正に表示している
ものと認める。

以上のとおり報告いたします。

令和４年３月31日
会計監事　  佐野　良治
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「静岡県立富士高等学校�　からのお願い�ク ラ ブ 後 援 会」
　富友会会員の皆様方におかれましては、ますます御健勝のことと存じます。日頃
から母校クラブ後援会に対し御支援、御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　本校クラブ後援会は、施設設備の拡充、外部講師の費用、部活動の団体登録費、
教職員の大会引率旅費等の財源として大切に使わせていただいております。また、
東海大会以上の生徒旅費もこのクラブ後援会から支出しており、令和４年度は、
山岳部（女）、百人一首部、新聞部、美術部、書道部、囲碁・将棋部、また定時制
では柔道部、陸上競技部が全国大会に出場しました。在校生諸君も先輩方の御厚
意に感謝しつつ、期待に応えられるよう日々努力を続けております。
　母校のさらなる発展のため、今後とも御支援、御協力を賜りますようお願い申
し上げます。

令和４年７月吉日
富士高等学校クラブ後援会　会長　野澤　洋（高14回）

総件数　1,087件　　　合計　1,087,000円

年次（中学） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18
⑤

18
④ 19 20 21

寄　付 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 4 0 1 2 
年次（高校） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

寄　付 3 12 6 15 26 18 26 19 21 34 24 40 25 26 22 18 25 16 33 33 36 22 20 26 23 
年次（高校） 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

寄　付 22 17 7 26 19 19 25 15 20 10 15 18 7 11 5 15 11 11 11 7 3 6 5 3 5 
年次（高校） 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 定

寄　付 6 6 4 3 5 3 4 6 6 3 1 3 4 5 6 11 10 7 14 6 12 16 20 0 35 

富友会会誌�No.75　　　令和４年７月15日発行
発行所　静岡県立富士高等学校同窓会富友会
　　　　静岡県富士市松本17　☎ 0545（61）0100　FAX 0545（64）7349

令和３年度　クラブ後援会賛助会費　（件数）






